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１．人口の将来展望 

（１）人口の将来展望（人口ビジョン改訂版の抜粋） 

“目指すべき将来の方向”を踏まえた施策の効果を見込み、国が算出する人口維持が可能な合計特

殊出生率を勘案するとともに、社人研（国立社会保障・人口問題研究所）が算出した“美祢市の純移動

率”と“山口県の美祢市を除く「市」の平均値”を比較し、美祢市の低いところのみ“平均値”まで引き上げ

ることを想定して、本市の将来人口を展望します。 

施策を講じず、現在の人口動向が続いた場合、社人研準拠推計人口のように推移すると予想されて

います。 

この推計を基準に、人口減少対策の施策を講じ、人口の将来展望として令和47年に社人研準拠推計

値よりも4,400人近い減少抑制を目指します。 

 

[目標人口] 

 

 

[参考：合計特殊出生率の設定値] 

 令和2 令和7 令和12 令和17 令和22 令和27 令和32 令和37 令和42 令和47 

社人研準拠推計人口で設定

している合計特殊出生率 
1.20 1.19 1.20 1.20 1.21 1.21 1.21 1.21 1.21 1.21 

将来展望人口で設定している

合計特殊出生率  
1.20 1.38 1.55 1.72 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07 
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（２） 目標人口の内訳 

 平成27 令和2 令和7 令和12 令和17 令和22 令和27 令和32 令和37 令和42 令和47 

総数 26,159 23,766 22,290 20,888 19,566 18,332 17,111 15,999 14,969 13,997 13,103 

0～4歳 651 576 587 593 599 665 607 552 513 492 489 

5～9歳 869 638 587 599 607 615 685 624 568 528 506 

10～14歳 982 833 637 588 600 608 614 685 624 568 528 

15～19歳 1,015 863 769 588 541 552 559 566 630 575 523 

20～24歳 872 798 715 638 488 448 456 461 467 521 475 

25～29歳 973 934 908 813 733 563 516 525 532 538 600 

30～34歳 1,084 931 948 922 828 748 577 529 538 545 551 

35～39歳 1,338 1,072 949 967 941 846 765 590 540 551 558 

40～44歳 1,503 1,294 1,077 954 973 948 852 771 594 544 555 

45～49歳 1,420 1,484 1,320 1,102 978 997 972 873 792 609 559 

50～54歳 1,557 1,398 1,506 1,343 1,123 997 1,018 993 892 808 622 

55～59歳 1,718 1,515 1,405 1,518 1,355 1,135 1,009 1,029 1,003 902 816 

60～64歳 2,281 1,652 1,500 1,395 1,508 1,347 1,130 1,005 1,027 1,000 898 

65～69歳 2,569 2,164 1,618 1,470 1,372 1,486 1,330 1,117 992 1,012 987 

70～74歳 1,930 2,352 2,047 1,539 1,401 1,311 1,422 1,273 1,069 948 967 

75～79歳 1,780 1,696 2,137 1,866 1,410 1,289 1,212 1,311 1,174 985 870 

80～84歳 1,681 1,452 1,438 1,828 1,603 1,224 1,124 1,059 1,142 1,022 858 

85～89歳 1,209 1,191 1,085 1,088 1,400 1,234 957 879 829 889 797 

90歳以上 727 923 1,057 1,077 1,106 1,319 1,306 1,157 1,043 960 944 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：人 
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２．指標一覧 

（１）基本計画指標一覧 

基本目標１：「魅力の創出・交流」の拡大 

 基本方針１ 観光の振興と魅力の創出 

  施策１ 観光の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   観光交流人口 万人 139.8 169 183 

   本市への観光意欲度 ポイント 12.6 16.0 20.0 

   着地型観光参加者数 人 370 500 700 

   秋吉台かるすとタクシー乗客数 人 1,645 2,000 2,500 

   秋吉台地域公衆トイレの洋式化率 ％ 42.2 60.0 80.0 

   観光連携事業数 件 10 11 11 

   観光特会から一般会計への繰出金 千円 0 50,000 50,000 

   三洞入洞者数 千人 499 540 596 

  施策２ 国際観光の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   本市を訪れる外国人観光客数 人 51,220 133,000 158,000 

   Wi-Fi設置数 箇所 11 13 16 

  施策３ おもてなしの向上 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   ジオガイドの人数 人 70 88 100 

   本市へのリピート率 ％ 48 60 70 

   みねシュラン３★認定者数 人 12 27 42 

 基本方針２ 交流・関係の拡大と発信の強化 

  施策１ 国際交流の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   国際交流による相互交流人数（目標は累計） 人 74 725 1,425 

   多文化共生事業参加者数（累計） 人 － 200 500 

  施策２ 資源を活用した交流の推進と関係化 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   スポーツを通じたイベント等への参加者数 人 3,568 4,890 5,550 

   ジオツアー参加者数 人 1,196 1,800 2,300 

   都市と農村等地域間交流数 回 3 5 7 

   関係人口登録者数 人 － 300 600 

  施策３ 地域情報、観光情報の発信 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   本市の魅力度ランキング 位 774 750 700 

   本市の情報接触度ランキング 位 826 800 750 

   映画・ＣＭ等ロケ地誘致数 回 10 10 10 

   本市の認知度ランキング 位 764 750 700 
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 基本方針３ 自然・文化の保護と活用 

  施策１ 自然環境の保全と活用 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   秋吉台山焼きボランティア数 人 550 580 600 

   別府弁天池観光客数 人 45,190 50,800 56,100 

  施策２ ジオパーク活動の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   秋吉台科学博物館入館者数 人 23,671 24,855 26,038 

   他のユネスコ世界ジオパークとの協定 協定 － 2 4 

   ジオツアー参加者数 人 1,196 1,800 2,300 

   ジオガイドの人数 人 70 88 100 

   公開講座参加者数 人 657 748 834 

   児童・生徒向け講座参加者数 人 991 1,343 1,729 

  施策３ 芸術・文化の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   文化・芸術活動事業後援数 件 19 20 20 

   文化協会加入団体数 団体 78 80 80 

   生涯学習フェスタ参加団体数 団体 73 70 70 

   市民会館利用者数 人 44,285 44,000 44,000 

  施策４ 文化財の保護と活用 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   指定文化財数 件 82 84 86 

   伝統芸能保存団体数 団体 2 2 2 

   民俗芸能保存会連絡協議会加盟団体数 団体 11 11 11 
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基本目標２：強みを活かした「産業の振興」 

 基本方針１ 特色を打ち出した農林水産業の振興 

  施策１ 農業等の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   農業等産品の付加価値認定商品数 品 1 2 2 

   農業産出額 千万円 356（Ｈ29） 363 370 

   認定新規就農者数 人 10 12 15 

   担い手への農地の集積率 ％ 32.9（Ｈ29） 40 60 

   土地改良事業実施率 ％ 47.5 48 48 

   耕作放棄地面積 ha 42 39 35 

  施策２ 森林の保全・活用と林業の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   人工林の間伐面積 ha 222（Ｈ29） 290 300 

   経営管理権集積計画策定数 計画 - 10 20 

   有害鳥獣の被害額 千円 28,661 27,000 25,000 

 基本方針２ 商工業の振興と新たな雇用の創出 

  施策１ 商工業の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   年間商品販売額 百万円 
38,806 

(H28) 
39,582 40,373 

   製造品出荷額等 百万円 113,714 115,988 118,307 

   事業承継支援数 件 － 1 2 

   制度融資利用件数 件 21 25 30 

   協議会の支援により起業した事業者数 者 7 10 12 

  施策２ 新たな雇用の創出と環境整備 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   進出企業数（累計） 社 － 1 2 

   インターンシップを受け入れている企業数 社 18 23 25 

   空き工場等への誘致数（累計） 社 － 1 2 

   ジョブフェア出展企業数 社 7 10 15 

   市就職面接会の参加者数 人 60 65 65 

   テレワーク等ＩＣＴ活用雇用創出事業者数（累計） 者 － 1 2 

   勤労者福祉施設使用件数 件 3,675 3,700 3,750 

 基本方針３ 魅力産業の振興と地域内経済の活性化 

  施策１ 地場産業の育成と観光産業の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   観光地空店舗への誘致数 件 － 1 2 

   ＤＭＯ組織の設立 ― － 設立   

   道の駅等売上高 千円 289,617 304,098 318,579 

   食・土産物開発支援を受けて商品開発した事業者数（累計） 者 9 14 19 

  施策２ ブランド産品の競争力強化と六次産業の振興 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   六次産業化に新たに取り組んだ件数 件 54 79 99 

   総合化事業計画認定事業者 者 2 3 4 

   Mine Collection認定件数 件 75 110 131 

   Mine Collection加工品売上額 千円 34,484 43,105 53,881 
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基本目標３：市の宝となる「ひとの育成」 

 基本方針１ 健やかに子どもを産み育てられる環境づくり 

  施策１ 包括的な子育て支援の充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   地域子育て支援拠点延べ利用児童数 人 1,522 1,500 1,500 

   保育所待機児童数 人 1 0 0 

   母子家庭等自立支援給付金事業対象者数 人 3 5 5 

 基本方針２ 生きる力を高め、将来を担う人づくり 

  施策１ 学校教育・人材育成の充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   本市に愛着を持つ小・中学生の割合 ％ 64.4 70.0 75.0 

   全国学力調査の正答率 ％ 60.8 65.0 70.0 

   英語検定を受験する生徒の割合（中３） ％ 87 90 90 

   授業におけるコンピュータなどのＩＣＴの使用日数割合 ％ 11.7 75.0 85.0 

   学校給食の地産地消率 ％ 33.3 34.0 35.0 

   小・中学校と高等学校の異校種間が連携した行事数 回 6 10 10 

  施策２ 青少年健全育成と地域づくり 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   地域協育ネットの設置数 箇所 7 6 6 

   放課後子ども教室延べ参加人数 人 5,004 5,000 5,000 

   関わりやつながりを大切にしている児童・生徒の割合 ％ 94.4 95.0 95.0 

 基本方針３ 生涯にわたり、豊かなつながりを育む地域づくり 

  施策１ 生涯学習・生涯スポーツの推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   公民館主催事業の開催回数 回 502 500 500 

   公民館講座等の受講者数 人 5,691 5,700 5,700 

   図書館貸出登録者数 人 4,462 5,000 5,000 

   スポーツ推進委員数 人 38 40 40 

   スポーツ少年団指導者数 人 88 90 100 

 基本方針４ 互いに認め支え合えるまちづくり 

  施策１ 人権教育・啓発活動の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   人権啓発活動実施数 回 7 7 7 

   人権教育・啓発の推進に係る作品募集応募数 点 1,066 1,100 1,100 

   人権教育ふれあい講座・リーダー講座参加者数 人 331 350 400 

   人権に関する講座や講演会、研修会等の実施数 回 41 45 45 

   人権相談開催日数 日 14 14 14 

  施策２ 男女共同参画社会の実現 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   各種審議会・協議会への女性の登用率 ％ 20.7 30.0 30.0 
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基本目標４：安全・安心な「まちづくり」 

 基本方針１ 健康の維持と医療・福祉サービスの充実 

  施策１ 地域福祉の充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   ふれあいいきいきサロン登録数 団体 101 100 100 

   地域見守り協力事業者数 者 7 10 12 

   地域福祉活動団体の組織数 団体 100 100 100 

   民生委員・児童委員の年間活動日数 日 142 142 142 

   生活保護受給世帯数 世帯 139 135 130 

  施策２ 高齢者福祉の充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   要介護認定者のうち、状態区分が改善した人の割合 ％ 13.4 14.2 15.2 

   認知症サポーター養成講座受講者数（年間） 人 304 300 300 

   週1回以上、住民主体の通いの場に参加する高齢者の割合 ％ 2.5 4.0 5.0 

   家族介護教室参加者数（年間） 人 375 500 500 

  施策３ 障害者福祉の充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   あいサポーター数 人 250 500 650 

   計画相談支援利用者数  人 284 300 320 

   一般就労移行者数 人 1(H29) 4 5 

  施策４ 保健・医療サービスの充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   がん検診受診率 ％ 10.3 11.8 12.0 

   特定保健指導の実施率 ％ 26.5（H29） 45.0（R5） － 

   健康づくり事業への参加者数 人 3,547 3,500 3,500 

   乳幼児健診受診率 ％ 98.2 100 100 

   病床利用率（市立病院） ％ 76.7 85.0 85.0 

   病床利用率（美東病院） ％ 78.5 82.0 82.0 

   新入院患者数（市立病院） 人 913 1,000 1,000 

   新入院患者数（美東病院） 人 809 900 900 

   救急患者受入数（市立病院） 人 684 700 700 

   救急患者受入数（美東病院） 人 935 950 950 
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 基本方針２ 誰もが快適に暮らせるまちづくり 

  施策１ 住環境の整備と定住促進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   ＵＪＩターン受入人数（H29年度以降累計） 人 110 325 565 

   美祢市住宅団地の分譲区画販売率 ％ 83.9 87.4 91.0 

   空き家等情報バンク登録物件の成約件数(累計) 件 12 75 175 

   美祢市営住宅長寿命化計画進捗率 ％ － 60 100 

   都市公園遊具・施設の改修・更新数（累計） 件 － 15 30 

  施策２ 消防・防災の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   出前講座開催数 回 1 5 7 

   住宅用火災警報器の設置率 ％ 90 90 90 

   災害による死者数 人 0 0 0 

   人口に占める消防団員数の割合 ％ 3.5 3.5 3.5 

   森林整備面積 ha 190（H29） 195 200 

  施策３ 交通安全・防犯対策の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   交通安全教室の実施回数 回 7 10 12 

   交通事故死者数 人 1 0 0 

   防犯カメラ設置台数 台 0 15 30 

   市内の犯罪発生件数 件 43 32 24 

  施策４ 環境衛生の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   合併処理浄化漕利用人口 人 8,199 8,500 8,700 

   犬の予防注射の実施率 ％ 70.3 72.5 75.0 

  施策５ 循環型社会を目指したシステムの構築 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   リサイクル率 ％ 90.5（Ｈ29） 92.0 94.0 

   ごみ排出抑制目標 g/人日 836(H29) 825 810 

  施策６ 消費者の安全 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   セミナー・講座の開催回数 回 10 15 20 

   消費生活相談者数 人 38 50 60 
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 基本方針３ 安全なネットワークによる都市基盤づくり 

  施策１ 持続可能なまちづくりと計画的な土地利用の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   維持・誘導する都市機能施設の立地数 箇所 0 4 6 

   地籍調査進捗率 ％ 47.6 52.4 57.3 

  施策２ 体系的な道路網の整備 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   市道改良率 ％ 66.2 66.3 66.4 

   橋梁補修完了数（累計） 橋 5 61 92 

  施策３ 上・下水道の整備 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   未給水世帯の事業実施世帯数（総数） 世帯 177 243 243 

   硬度低減化率 ％ 88.6 100.0 100.0 

   公共下水道施設更新進捗率 ％ 69.0 82.0 90.0 

   農業集落排水施設更新進捗率 ％ 0 65 90 

   特定環境保全公共下水道の整備率 ％ 0 70 100 

   公共下水道普及率 ％ 36.3 37.0 37.0 

  施策４ 公共交通の充実 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   １日当たりのジオタクの利用者数 人 64 80 80 

   １日当たりのＪＲ美祢線市内各駅の利用者数 人 432 435 435 
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基本目標５：「行財政運営」の強化 

 基本方針１ 効率的・効果的な行財政運営 

  施策１ 経営感覚をもった行財政運営の推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   実質公債費比率 ％ 12.9 13.0 15.0 

   ふるさと美祢応援寄附額 千円 61,850 80,000 95,000 

   ２つの第三セクターの純売上高 千円 244,264 256,477 268,690 

   公共施設マネジメント（削減面積） ㎡ 0 22,500 45,000 

   財産収入額 千円 10,011 10,180 10,349 

  施策２ 時代に対応した効率的な行政サービスの推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   普通会計職員数 人 340 333（Ｒ5） 325 

   市職員の対応等の満足度調査の平均点（５点満点） 点 4.3（Ｈ27） 4.5 4.5 

   マイナンバーカード活用サービス数 件 1 2（R5） 5 

   地域情報化計画実施事業検証数 件 2 30 30 

   特別研修参加率 ％ 116.1 100 100 

  施策３ 官民パートナーシップの推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   連携協定締結数 協定 12 13 16 

   指定管理者制度等民間活力導入施設数 施設 26 27 28 

 基本方針２ 市民が主体の協働のまちづくり 

  施策１ 市民参加型まちづくりの推進 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   公募委員のいる審議会などの割合 ％ 22.9 25.0 28.0 

  施策２ 市民活動・コミュニティ活動の支援 

   目標指標 単位 現状値 R6目標 R11目標 

   魅力発掘隊員延べ隊員数 人 3 5 7 
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（２）総合戦略指標一覧 

重点戦略１ 「働きたい！」希望を実現させる魅力産業の創出 

 戦略方針１ 観光資源を活かした産業と雇用の創出 

  具体的施策１ DMOを核とする観光地域づくりの推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   三洞入洞者数 千人 499 540 

   道の駅の商品販売額 千円 279,072 293,026 

  具体的施策２ グローバル観光戦略の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   本市を訪れる外国人観光客数 人 51,220 133,000 

   Wi-Fi設置数 箇所 11 13 

   観光地キャッシュレス導入店舗割合 ％ 2 40 

  具体的施策３ 観光施設等の受入環境の整備 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   秋吉台地域公衆トイレの洋式化率 ％ 42.2 60.0 

   みねシュラン３★認定者数 人 12 27 

 戦略方針２ 食に深く関わる農林水産資源の高付加価値化 

  具体的施策１ 全国ブランドの育成と六次産業化の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   農林水産品の高付加価値認定商品数 品 1 2 

   厚保くり、秋芳梨、美東ごぼう生産量 トン 518 550 

   食・土産物開発支援を受けて商品を開発した事業者数（累計） 者 9 14 

   Mine Collection加工品売上額 千円 34,484 43,105 

  具体的施策２ 農林水産業の振興と担い手の育成 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   集落営農法人数 法人 24 27 

   株式会社化した集落営農法人数 法人 1 3 

   認定新規就農者数（青年等就農計画Ｈ24～累計） 人 10 13 

 戦略方針３ 多様な雇用の場づくり 

  具体的施策１ 共生がつなぐ仕事づくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   
美祢社会復帰促進センターでの作業・職業訓練に関わる市内企業
の数 

社 7 10 

   日本語ボランティア団体の設立 団体 － 1 

  具体的施策２ 地元企業の活性化・人材育成への支援 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   市内企業のキャリアガイダンス開催回数 回 1 2 

   市内の高校の新卒者の美祢市内就職率 ％ 9 15 

  具体的施策３ 事業所誘致の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   ＩＴ企業、サテライトオフィス等誘致・進出企業数 社 － 1 

   美祢あきない活性化応援事業実施件数 件 5 6 

   工業団地（十文字含む）・未利用地への誘致・進出企業数（累計） 社 0 1 
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 戦略方針４ 起業・イノベーションの創出 

  具体的施策１ 起業等支援の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   協議会の支援により起業した事業者数 者 7 10 

   事業承継支援数 件 － 1 

  具体的施策２ イノベーション、シェアリングエコノミーによる地域産業の活性化 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   遊休資産活用支援事業者数 者 － 1 

   産業イノベーション推進会議参加企業・団体数 社等 4 6 

  具体的施策３ ICT等の活用による地域産業の活性化 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   テレワーク事業者数 者 － 1 

   キャッシュレス決済導入店舗割合 ％ － 40 
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重点戦略２ 「結婚・産み育てたい！」願いが叶う環境の充実 

 戦略方針１ 結婚・出産できる環境整備 

  具体的施策１ 出会いの機会の創出 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   山口県結婚応縁センター登録者数（Ｈ29年度以降累計） 人 1 8 

   市内出会いイベント実施件数（Ｈ29年度以降累計） 回 0 5 

  具体的施策２ 結婚への支援 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   結婚・新婚生活支援補助件数（Ｈ29年度以降累計） 件 6 21 

  具体的施策３ ネウボラの推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   地域子育て支援拠点延べ利用児童数 人 1,522 1,500 

 戦略方針２ 子育てサポートの充実 

  具体的施策１ 子育て世代の負担軽減 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   ファミリーサポートセンター会員数 人 391 400 

  具体的施策２ 子育てが楽しい環境づくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   放課後子ども教室延べ事業参加人数 人 5,000 5,000 

  具体的施策３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   やまぐち男女共同参画推進事業者数 者 11 12 

 戦略方針３ 選ばれる教育環境の充実 

  具体的施策１ 郷土に誇りが持てる教育活動 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   美祢市に愛着を持つ小・中学生の割合 ％ 64.4 70.0 

   市内中学校へ入学する生徒の割合 ％ 92.5（H31） 95.0 

   小・中学校と高等学校の異校種間が連携した行事数 回 6 10 

  具体的施策２ グローバル人材の育成及びＩＣＴ活用教育の充実 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   中学３年生での英語検定３級以上の合格者割合 ％ 30.7 50.0 

   授業におけるコンピュータなどのＩＣＴの使用日数割合 ％ 11.7 75.0 

  具体的施策３ 次世代を担う子どもたちを育む、教育環境の充実 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   関わりやつながりを大切にしている児童・生徒の割合 ％ 94.4 95.0 
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重点戦略３ 「訪れたい、参加したい、住んでみたい！」MINEの発信と交流の強化 

 戦略方針１ 交流人口の拡大 

  具体的施策１ PR・プロモーションの推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   市公式フェイスブックフォロワー数 人 2,504 2,700 

   観光協会ホームページアクセス数 回 580,000 750,000 

  具体的施策２ スポーツ・イベント等の拡大 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   スポーツを通じたイベント等への参加者数 人 3,568 4,890 

  具体的施策３ 国際交流の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   市内中学・高校生の海外研修参加者数（受入含む） 人 23 175 

   多文化共生事業参加者数（累計） 人 － 200 

 戦略方針２ 関係人口のネットワーク構築と支援の拡大 

  具体的施策１ ふるさとがつなぐ関係づくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   ふるさと納税寄附者数 件 2,928 3,666 

   高校同窓会・同郷会数 団体 3 4 

  具体的施策２ 都会と地域をつなぐ関係づくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   「美祢旅」参加者人数 人 370 500 

 戦略方針３ 移住・定住者に選ばれる環境整備の促進 

  具体的施策１ 定住支援・移住環境の整備 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   定住促進事業利用世帯人数（累計） 人 110 630 

   空き家等情報バンク登録物件の成約件数（累計） 件 12 75 

   奨学金貸付による看護師確保数（累計） 人 11 31 
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重点戦略４ 「ずっと住み続けたい！」安心を提供する暮らしの向上 

 戦略方針１ 安全安心な環境の提供 

  具体的施策１ 防犯・防災対策の充実 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   安全・安心メール登録者数 人 2,380 3,580 

  具体的施策２ 地域医療と保健体制の堅持と地域包括ケアシステムの深化・推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   がん検診受診率 ％ 10.3 11.8 

   要支援・要介護認定率 ％ 18.7 18.5 

   要介護認定者のうち、状態区分が改善した人の割合 ％ 13.4 14.2 

   認知症サポーター養成講座受講者数（年間） 人 304 300 

 戦略方針２ 都市・地域拠点の整備 

  具体的施策１ 都市拠点・地域拠点と地域のネットワーク化による利便性の確保 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   １日当たりのジオタクの利用者数 人 64 79 (R4) 

   維持・誘導する都市機能施設の立地数 施設 0 4 

   商業施設との地域公共交通連携事業取組数 件 1 ３ (R3) 

  具体的施策２ 公共施設の適正化と地域コミュニティの拠点づくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   複合化施設数 施設 ０ ３ 

   公共施設マネジメント（削減面積） ㎡ ０ 22,500 

  具体的施策３ 公共交通機関の利用促進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   1日当たりのJR美祢線市内各駅の利用者数 人 432 435 

   市内に路線バスを乗り入れる事業者数 者 6 6 

 戦略方針３ 住み続けられる協働と個性豊かなまちづくりプロジェクト 

  具体的施策１ 公民館単位等の生活圏の維持（「小さな拠点」の形成） 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   地域運営組織の法人化数 法人 － 1 

   魅力発掘隊員延べ隊員数 人 3 5 

  具体的施策２ 全世代が活躍する協働のまちづくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   コミュニティビジネス取組数 件 － １ 

   コミュニティ助成事業取組数（拠点施設整備を除く） 件 ３ ３ 

  具体的施策３ 高校・大学や企業等との連携と協働によるまちづくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   連携協定締結数 協定 12 13 

  具体的施策４ 人材育成支援の充実 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   国・県・民間事業者等外部機関との人事交流数 人 1 1 

   地方創生指定セミナー受講者数 人 0 3 

 

  



 

195 

資
料
編 

重点戦略５ 「持続可能なまちづくり」の推進 

 戦略方針１ ジオパーク活動（ＳＤＧｓ）による取組の推進 

  具体的施策１ ジオパーク活動の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   ジオ講座参加者数 人 1,648 2,091 

   ジオツアー参加者数 人 1,196 1,800 

  具体的施策２ 気候変動への適応を進める地域づくり 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   人工林の間伐面積 ha 222（H29） 290 

   温対法に基づく美祢市実行計画の策定 計画 1 1 

   公共施設等における太陽光発電設備の設置数 件 4 (R2) 8 

 戦略方針２ ソサエティ5.0で実現する社会 

  
具体的施策１ AIや情報技術の進化による新しい社会（ソサエティ（5.0）の実現に向けた 

取組の推進 

   項目 単位 現状値(H30) R6目標 

   マイナンバーカード発行枚数（累計） 枚 2,937 4,293 (R5) 

   マイナンバーカード活用サービス数 件 1 2 (R5) 

   デジタル技術を活用した新規事業等の取組件数 件 7(R2) 21 
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３．関連計画一覧 

計画名 
計画期間（年度） 

← 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11 → 

美祢市総合計画（基本構想 令和1 令和2         令和11  

美祢市総合計画（基本計画 令和1 令和2    令和6       

美祢市総合計画（総合戦略 令和1 令和2    令和6       

美祢市観光振興計画 令和1 令和2    令和6       

秋吉台地域景観・施設整備基本計画 平成30            

農業経営基盤強化促進に関する基本
構想 

平成28            

美祢市農業振興地域整備計画 平成19            

美祢市森林整備計画 平成27      令和7      

美祢市鳥獣被害防止計画 令和1  令和3          

美祢市導入促進基本計画 平成30  令和3          

美祢市創業支援等事業計画 平成27     令和6       

美祢市六次産業化基本計画 平成30   令和4         

美祢市子ども・子育て支援事業計画 令和1 令和2    令和6       

美祢市教育振興基本計画 令和1 令和2    令和6       

美祢市立小（・中学校適正規模（・適正配
置基本方針 

令和1 令和2    令和6       

美祢市男女共同参画しあわせプラン 平成28 令和2           

美祢市地域福祉計画 令和1 令和2    令和6       

美祢市高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画 

平成30 令和2           

美祢市障害者計画 平成29  令和3          

美祢市障害福祉計画・美祢市障害児
福祉計画 

平成30 令和2           

いきいき健康みね２１（美祢市健康
増進計画） 

平成28      令和7      

美祢市の地域医療を支え育てる基本
計画 

平成29  令和3          

新美祢市病院改革プラン 令和1 令和2     令和7      

美祢市国民健康保険保健事業実施計
画（データヘルス計画） 

平成30    令和5        

特定健康診査等実施計画 平成30    令和5        

美祢市都市計画マスタープラン 平成29           令和18 

美祢市空家等対策計画 令和1    令和5        

美祢市営住宅長寿命化計画 令和1         令和10   

美祢市耐震改修促進計画 平成20 令和2           

美祢市公園施設長寿命化計画 平成26    令和5        

美祢市地域防災計画 平成20            

大規模な火災につながる危険性の高
い地域の指定及び警防計画 

平成30            

美祢市交通安全計画 平成28 令和2           

美祢市一般廃棄物処理基本計画 平成21    令和5        

美祢市生活排水処理基本計画 平成29    令和5        

美祢市分別収集計画 平成29  令和3          

美祢市地球温暖化対策実行計画 令和1 令和2    令和6       
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計画名 
計画期間（年度） 

← 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11 → 

美祢市都市・地域拠点活性化計画  令和2          令和18 

美祢市地籍調査実施計画 令和1 令和2         令和11  

美祢市橋梁長寿命化修繕計画 令和1           令和50 

美祢市トンネル長寿命化修繕計画 令和1           令和50 

美祢市門型標識長寿命化修繕計画 令和1           令和60 

美祢市水道ビジョン 平成26    令和5        

美祢市汚水処理施設整備構想 平成27           令和23 

美祢市公共下水道全体計画 昭和55           令和12 

秋吉広谷地区特定環境保全公共下水
道全体計画 

平成30           令和12 

美祢市農業集落排水事業計画 令和1   令和4         

美祢市地域公共交通網形成計画 平成29  令和3          

美祢市地域公共交通再編実施計画 平成30  令和3          

美祢市行政改革大綱 令和1    令和5        

美祢市公共施設等総合管理計画基本
方針 

平成29           令和19 

美祢市財政計画 平成30        令和9    

山口県央連携都市圏域ビジョン 平成29  令和3          

美祢市地域情報化計画 令和1  令和3          

※  ピンクの網掛けは前計画を示しています。 

  オレンジの網掛けは新規計画を示しています。 

  黄色の網掛けは現行計画の期間を示しています。 

一部計画には、計画期間が定まっていないものがあります。 
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４．ワークショップ意見 

（１）大嶺町東分・伊佐町下村地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 清掃活動  防災訓練  消防出初式 

 公民館活動  地区サロン  親子マラソン 

 地区別夏夜祭  地神祭（地鎮祭）  ランタンナイト 

 花いっぱい運動  登下校の見守り  消防・救急フェア 

 庁舎建設の地区の取組  野外音楽祭(ライズアゲイン)  年末夜警・夏季訓練（消防団） 

 お宮の祭り・お大師様・お彼岸  みこし（子供みこし）  消防防災センター・消防庁舎建設 

 草刈り(厚狭川岸)・桜公園美化  社会福祉協議会の行事の参加・

協力 

 地区運動会・スポーツ大会・グラウ

ンドゴルフ 

 トレトレ市場(地産品自主販売)・トラ

ック朝市 

 さくら祭り・紅葉祭り・七夕まつり・十

六夜祭・来福台まつり 

 

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 雲海公園  駅がある  河川公園 

 警察署がある  高校がある  ホテルがある 

 飲み屋がある  子どもが遊ぶ公園  高速バスが便利 

 美祢ダムがある  工業団地がある  市民会館があること 

 ニュータウンがある  美祢線、撮り鉄の穴場  化石など歴史的な資源 

 生活環境が整っている  桜の名所・厚狭川の桜並木  学校と地区との行事がある 

 行政機関が集中している  市・交通の中心、十字路、公共機

関が集中している 

 交通の利便性・道路網が整備され

ている 

 大人も子どもも挨拶をきちんとでき

る 

 薬局がたくさん・医療機関が多い

（市立病院がある） 

 中学の生徒数が多い、部活が盛

ん、他地域よりも子どもが多い 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 活気がない  建物が古い  大学がない 

 道路騒音  マンションがない  公共交通機関の不足 

 図書館が物足りない  景観に統一性がない  水に石灰が混じっている 

 美祢線の本数が少ない  買い物ができない(衣類等)  外食店が少なく選択できない 

 地区内のつながりが希薄  おしゃれなカフェがない  ポイ捨てごみが多い(歩道) 

 石灰岩・セメントの粉塵あり  花が少ない、咲く期間も短い  低所得の高齢者の生活が厳しい 

 少子高齢化・高齢者世帯の増加  広いため、インフラ整備が大変  夜間営業している娯楽施設がない 

 大型商業施設・本屋・映画館がな

い 

 若い人が来る企業・働く場所の確

保 

 子ども・学生の遊ぶところがない・

少ない 

 高齢者世帯の食事の内容が心配  空き家の利活用方法・耕作しない

田畑が荒れている 

 モニュメント等の周辺の雑草・植木

の整備がされていない 

 線路、構内の草、市の中心的な交

通拠点が荒れていては鉄道も寂れ

るが、町に活気も元気もない姿が

見える 

 家と家との交流つながり、協力関係

が少ない 

 市の古いスローガンが残っている 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 センター施設の整備(人が集まるような) 

 住民サービス(特に福祉面での) 

 働く場の獲得、誘致活動 

 インフラ整備 

 図書館の整備(本屋がない) 

 基礎行政機関の維持 

 駅前の拠点 

 子ども・子育てしやすい環境 

 組織のスリム化 

 起業に向けた財政的な支援 

 事業の合理化。複数の事業を掲げず、主体となる事

業の決定 

 空き家を使った効率的な利活用 

 市の魅力をたくさん PR する 

 病院の維持 

 病院(医院)で、人口の割に多い科もあるが全くない科

もあるので、せめて、その科の誘致を 

 ごみ収集の工夫(ごみを出しやすくする) 

 外出時の交通手段 

 今ある自然を利用した集客力のあるイベントなど 

 現存する建物を利用して魅力ある物にする 

 空き家・空き耕地・無管理の山、個人不動産の流動

化補助 

 行政が住民に協力してくれる体制が欲しい 

 若者の意見が取り入れられる行政 

 ①道路網が高度②空き施設アリ③自然災害少ない

環境、これらを活かせ 

 住む人多いこと、年齢にバランスがある 

→若い人、仕事、老人 

 住環境 

 空き家が少ない 

→空き地・田畑が少ない、荒地なし 

→空き地の管理者がいること 

→環境が良いこと(お花いっぱい) 

→危険なところがない 

 各世帯にタブレット支給、AI 時代を迎えるにあたっ

て！ 

住
民
面 

 地元の学校に進学する 

 商店さんの頑張り 

 地区内の便利な所への移住 

 身近なものは市内で買う 

 地域の一体感 

 地域のつながり 

 地区主体の行事等の開催 

 バス利用を日常化 

 景観のルールを決める 

 財政に頼らない 

 危機感を持つ 

 移住者へ対する、地域ごとの取り組み特色を競うよう

な… 

 自治会活動の活性化 

 何か人々の欲を刺激するスポット 

 桜まつり、市民が参加するブース、お店 

 住民のコミュニケーションが必要 

 積極的な社会参加する行事には全部参加する 

 墓をどうする！市が主の散骨場の設置、宗派は問わ

ず 

 近辺の道路や公園は地域住民の手で 

 河川の清掃 

 住民同士で支え合う、見守り、ゴミだし等 

 ボランティア・地域活動への参加する(気持ち) 

 住民の「心」、助け合い、協力し合い、理解し合う、心

情のある住民であること 
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■地区を発展させる取組 

 地域拠点を作る(決める) 

 都市機能の集中 

 IT や英語など特化した特色ある教育 

 図書館の新設 

 働く場の確保(IT 企業の誘致など) 

 地元企業の育成 

 空き家の高齢者利用、グループホーム的 

 人の繋がり 

→高齢者の見守り活動 

→防災・災害時対応・避難訓練 

 企業誘致 

 子どもの遊び場となる公共内施設の整備 

 地区独自のイベントで活性化 

 閉校・廃校を利用した起業推進 

 起業・企業誘致の成功事例をつくり、PR を行う 

 地域コミュニティの充実、集まって・特技を生かし、自分

を、地域を活かす 

 ５軒組をつくって、毎月１軒ずつに集まって昼食をとり、

理解を深める 

 他市外から来る魅力があるショップやカフェが欲しい 

 桜まつりをドローンでとって美祢市のホームページで発

信 

 雲海カフェ 

 仕事がある 

 企業誘致を行政・市議会議員頑張ってして下さい 

 弁天池の水、活用方法はないか 

 地区行事を増やす 

 運動会・夏休みの納涼祭 

 十六夜の復活 

 月に２回公民館主催で映画を上映 

 美祢駅周辺の環境美化 

 火葬場に花を植えてほしい、各地域で「花いっぱい」をう

たっているのに、人生最後の場所に１本もない、寂しい 

 眠れている人材・資源の活用(退職した人・有能な人) 

 教育の力、美祢の良さをしっかり学ぶ人を自分同様大

切にする「心」を養う 

 

■目指すべきスローガン 

 地元指向都市 

 インフラコストの削減 

 大嶺町東分一極集中の実現 

 ボランティアの笑顔あふれる町 

 大自然、心の安らぎ、頑張ろう美祢 

 美祢市の見本になろう 

 起業誘致斡旋都市美祢 

 産・官・学のまち 

 行政と住民の一体感で美祢のすごさを発信しよう 

 笑顔集う 

 ワクワクドキドキな地域づくり 

 安心安全楽しい人生 

 安全・安心、この町大好き 

 ショッピングといえばみね！(企業誘致) 

 やさしさと笑顔のみね 

 笑顔いっぱい 今日もありがとう 

 緑・花・人の町、美祢 

 めざせ発展、夢の未来へ 

 守ろう わが町 わが故郷 

 めざそう 共に 笑顔の 美祢の里 

 共に築こう 夢の未来 

 色彩豊かな核となるまちみね 
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（２）大嶺町北分地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

祭り 

 十八夜祭   

行事 

 大師講  賀茂祭  若宮様 

 観音様  おばらまつり   

A 

 集会所(公会堂)の掃除  道づくり  老人会の活動 

 地区サロン・センターの活用     

B(地域と学校) 

 子どもの見守り隊  小学校への参加(しあわせ学校へ

の参加) 
  

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

自然いっぱい住みよい町 

 住みよいところ  緑が多く、空気がきれい  ほたる・石灰石の山 

 水が美味しい     

交通網 

 国道が通っている(316 号)  鉄道が通っている  駅がある 

人物 

 田中又五郎翁     

A※ 

 地域の住民  元気な高齢者が多い  野菜作りが上手 

 米作り  いろいろな活動を率先する人   

B※ 

 学校と地域の一体化  地域の子どもたち  小学校の児童・取組 

他 

 消防団  駐在所  郵便局 

 会社がある     

※「これまでの主な取組」の【A】,【B】より繋がる 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

自然・環境 

 有害鳥獣が多い  空き家の増加   

施設・設備 

 バス停までが遠い  駅にトイレがない  避難場所の不備 

 美祢農村勤労福祉センターの１F

に部屋が欲しい 

 店がない・スーパーまでが遠い(買

い物難民) 

  

人口減少 

 少子高齢化  農業人口の減少・高齢化  ひとり暮らしの方を行事に参加させ

るには？ 

地域おこし(リーダー) 

 担い手がいない  地域おこしのリーダーが欲しい  若者のリーダーがいない 

小学校の存続 

 子どもの減少     
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 地域の花だん 

 交流の場、小フラワーランド 

 コミュニティーセンターとしての設備の充実 

 交流の場所(駅・トイレ) 

 農村センターの充実 

 施設・設備の充実 

 市営住宅 

 空き家の把握と使い道(崩れかけた空き家をどうする

か) 

 アパートが欲しい 

 農業法人のような企業家 

住
民
面 

 地域のリーダー 

 人と人とのつながり 

学校を通して 

 地域行事への参加 

 行事、地域を挙げて盛り上げる 

 

■地区を発展させる取組 

 行政の働きかけを十分に行う 

 センター交流場所 

 防災への取組・住民を守る体制 

 地区祭りの宣伝 

 十八夜祭を地域全員で盛り上げる 

 学校行事に参加する 

 しあわせ学校の充実 

 ふるさと学習 

 イベント全員参加できる取組 

 市営住宅・アパートがいる 

 耕作放棄地の活用 

 空き家、若い人移住 

 仲良しハウス 

 交流人口を増やす 

 企業との交流 

 人材育成 

 

■目指すべきスローガン 

 育てよう、若いリーダー 

企業家を育てる 

声をあげよう→リーダー 

行政に声をあげる(とどける) 

 若い人たちの住み良い町 

 みんなが声かけ合って楽しい地域 

 重安小学校、日本一、しあわせ学校 

 生涯一役・生涯現役 

 いきいき生活できる働ける高齢者のいる町 

 SNS の活用 

 みんな元気で楽しい地域 

 みんなで支え合う北分 

 皆で支え合える地域 
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（３）大嶺町西分地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 草刈り  桜まつり  年 2回の飲み会（地区） 

 祖父ヶ瀬夏祭り  杉原ほたる祭り  共楽荘の夏祭り 

 地区別夏夜祭  とりのこギャラリー  みこし（春祭り・秋祭り） 

 地神祭（地鎮祭）  ソフトボールチーム（オールウエス

ト） 

 

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 ジビエ  小田巻うどん  保育園 

 共楽荘  自然豊か  石田採石 

 大橋飲料  村岡食品  駅が近い 

 日の丸燃料  孔山ホルモン  会社が多い 

 横のつながり  美祢市の水源  切り絵 久保修 

 市議会議長  家のような安心感  50 代～60 代、行動力がすごい 

 宅飲みするとゾロゾロ人が集まる  子供たちのサポート ・児童クラブ・

見守り隊 

 同級生が西分に住む割合が多い、

市外→西分へ 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 公園がない  車が必要  自然が多い 

 通過道路となっている  少子高齢化  電波が悪い 

 学校が遠い  長老が多い  警察署(police)がない 

 観光要素ゼロ  城原小の活用  飲食店の少なさ 

 病院(hospital)がない  大人の遊び場がない  シカ・イノシシ等が多い 

 西分の企業の求人情報なし  30 代前半の未婚率が高い  地区のタテのつながりの場がない 

 新しく建物を建てる土地が少ない  情報発信の弱さ（いいもののメディ

ア発信的な） 

 

 

■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 多世代がつながる場(つながりは有) 

 ゲートボール場 

 城原小の跡地利用、地域主体の事務局の創立 

 城原小、地域の人が集まる場を 

住
民
面 

 帰ってきて集まる場所、城原小学校 

 同窓会(ランチルームで) 
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■地区を発展させる取組 

 城原小の夏まつりをまた始めたい(若い世代だけでなくみんなで！)  

 小学校カフェ(サロン)、久保修さんの切り絵教室 

 買い物拠点、注文をしたら持って来てくれる 

 西分会を作ろう(多世代の代表者) 

 地域主体、多世代が意思決定する組織。人少ないから出来そう 

 世代間での意見交流会 

 児童クラブを小学校へ(集会所では困る) 

 みんなが小学校を維持していくために…草刈教室(若い世代へ) 

 空き家の提供→移住を促進 

 地域で、担い手を育てるグループ。20 代～30代の育成 

 

■目指すべきスローガン 

 つながりを維持！ 

 だいたい顔見知りの西分 

 ほぼ知人になれる西分 

 オールウエスト 

 西分で目指す方向を一致させる 

 家のような安心感(西分＝家)みたいなもの 

 帰って来れる場所。ソフト面で(ハードはもうあると思う) 
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（４）大嶺町奥分地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

祭り 

 十五夜祭  武蔵まつり   

サロン 

 カラオケクラブ  各地域サロン活動   

見守り・ボランティア 

 見守り隊  交通事故 無事故  ボランティアで声かけ・時間預託 

老人クラブ 

 老人会クラブ活動  小学校へ出前講座   

小学校・地域 

 麦っ子塾・習字教室  麦川元気クラブ  駐在所新築 

 郵便局新築  消防団の活動   

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

人 

 国体選手  見守り隊  石川真 

 人が優しい  消防団の地域見守り  住民の団結力 

 子どもたち  人情厚い協力姿勢   

炭鉱 

 炭鉱の歴史     

公共施設 

 住宅  麦川小学校  保育園 

 駐在所・安心安全・声掛け     

歴史 

 山頭火の碑  大嶺駅（昔）   

自然 

 自然豊か  空気きれい、星空楽し  手つかずの自然、可能性一杯 

その他 

 空き家     

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

交通 

 幹線道から外れる  道路整備  公共交通 

 路線バスがない     

鳥獣被害 

 鳥獣被害     

人口 

 少子高齢化(急激)  子どもがいない  子どもの減少 

 高齢者活動制限  ひとり暮らしの人が多い   

空き家 

 空き家・空き地が多い     

施設 

 公共施設が少ない  集会所等古い施設  公民館がない 

 公園・イベント施設  福祉施設   

その他 

 買い物  市議会議員がいない  地域・防災 

 炭鉱の公害が心配  食堂がない   



 

206 

資
料
編 

 

■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 ジオパーク“黒”の充実 

 山頭火の碑のアピール 

 公衆トイレなど、公衆施設 

 食堂(ジビエ) 

 空き家リノベーション 

 独居老人が集える場所 

 郵便局の行政「出張所化」 

 子どもたちとふれあえる機会 

 河川の整備 

 公共交通機関 

 子育てしやすい環境 

住
民
面 

 住民同士の協力・声掛け 

 奥分の魅力発信 

 若者の定住 

 地元愛を育む教育 

 集いの場や集う機会 

 地域のリーダー的存在(若手) 

 防災の取組 

 災害時の１次避難所 

 近くで買い物ができる場所 

 

■地区を発展させる取組 

 炭鉱記念館 

 炭鉱・石炭にちなんだおもてなし 

 高齢者が活躍できる食堂 

 地域のリーダーを決める(集落ごと)若手 

 住民全員参加型避難訓練 

→ハザードマップを全員で読み込む 

→地域ぐるみの避難訓練・避難所体験 

 使いやすいジオタク 

 乗合アプリ・LINE の活用 

 当時の観光マップ 

 神社・札所のマップ 

 定期的な集まり 

 ふるさと学習 

 便利な生活環境 

 企業とのかかわり出前講座 

 企業と住民の交流、見学できるところ 

→工場見学・体験学習 

 便利な生活環境 

 市営住宅リノベーション→民間委託し運営 

 農事法人企業誘致 

 子どもと一緒に農業体験、(カフェ等)手伝い 

 

■目指すべきスローガン 

 生涯一役 

 めざせ！！人生の楽園デビュー 

 にこにこ老後は気力・体力・免疫力アップしよう！！ 

 元気が一番 

 退職したら田舎に帰ろう！ 

 黒ダイヤで勝負→無煙炭コーヒー・クッキー・カレー 

 鳥獣(シカの角)を使った商品開発 

 子どもに帰ってきてもらおう！！ 

 手つかずの自然をあなたに 
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（５）伊佐地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 大師祭  年送り会  文化作品展 

 日の出を見る会  十七夜のお祭り  年末のもちつき 

 町民ゴルフ大会  伊佐さくら祭り  子ども会キャンプ 

 地区集会・親睦会  小中学校防災訓練  杉の森神社のお祭り 

 高齢者の見守り活動  市公民館主催のキャンプ  マラソン大会・親子マラソン 

 地区のスポーツ大会・運動会  地区ごとの夏祭りの開催  子どもの登下校の見守り 

 (小学校での)地域の魅力発見ツア

ー 

 独居老人(準独居老人)宅の訪問  地区社会福祉協議会・ひとり暮らし

お楽しみ会 

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 病院  万倉の大岩郷  記念館 

 伊藤書店  伊佐売薬  近隣公園 

 梶岡牧場  阿川果樹園  施設が多い 

 畜産試験場  きくみ食堂  南原寺・桜山総合公園 

 十七夜打上花火  コンビニが多い  交通の便が良い 

 子育てサークル  美祢 IC が近い  太平楽の焼肉 

 ういちまんじゅう  キャビン(喫茶店)  ヤマト運輸がある 

 宇部マテ伊佐セメント  エネオススタンドがある  蛍がたくさん見られる 

 歯医者・内科医もある  主力企業が多く就労場所あり  路地の焼き鳥が美味しい 

 田舎の良さで隣近所のつきあいが

ある 

 伊佐中央幼稚園・伊佐小学校・伊

佐中学校 

 スポーツセンター、市民球場、公

園グラウンド 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 駅がない  人口減少  少子高齢化 

 独身が多い  家賃が高い  若者がいない 

 地域愛がない  スーパーがない  働く場所がない 

 住む場所がない  公園の遊具がない  空き家・空き地が多い 

 デリバリーがない  工場の音がうるさい  公共交通の便が悪い 

 子どもが部活を選べない  田を耕作する人が少ない  施設の割に駐車場がない 

 中学生が市外に進学する  食事・飲むところがない  町並みの人通りが少ない 

 デイサービスの受け入れ  若い人が楽しめる場所がない  お見合い大作戦をやろう 

 車の運転ができないと住みづらい  行事の世話をする人たちの高齢化  アンモナイトフェスティバルの復活

を 

 地域の子どもが、地域の宝を知ら

ない 

 子育てしにくい(遊ばせる場所がな

い) 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 空き家対策、安く貸し出す 

 補助金・助成金・祝金の充実 

 子ども、若者がまちづくりに関心をもてるような教育 

 地区行事の財政的支援(十七夜は特に) 

 空き家の再利用の支援 

 個人単位での利用しやすい交通サービス 

 車がなくても生活に困らない取組 

 子育て家庭に配慮した町づくり 

 質のいい塾や学校→子供のために 

企業誘致(仕事の場を提供する) 

 移動市長室も良いが、地区長、福祉員、民生委員と

地区の問題点などについて話し合う場があってもいい

のでは！ 

 人材づくり(文化、芸術) 

 補助金の説明をもっと分かりやすくする 

 地域住民・企業で働く人を対象とした道の駅をつくる 

 小中学校の統合 

 永代供養までのトータルサービス(特養とか) 

 子どもが(親子で)楽しめる、地域ぐるみのイベント 

住
民
面 

 住民同士のコミュニケーション、飲みニケーション 

 子供が増える環境づくり(出産祝い金、一人目…円、

二人目…円、三人目…円) 

 伊佐に愛着をもつこと 

 今ある商店がなくならないようにするためにも利用す

る 

 地域密着型の運営 

 外人など来る人への配慮 

 高齢者宅の見守り 

 上手な地区の魅力アピール 

 子どもを産みやすい環境づくり(産婦人科！美祢市立

病院・美祢市立美東病院の存続は必須) 

 空き家、手入れして安く貸す 

 U ターンにつなげるよう、同窓会開催 

 定期的に公民館で年代別パーティーを開く 

 借家の促進 

 老人になっても自分の役割がある街 

 

■地区を発展させる取組 

 人を増やす取組をするしかない 

 美祢「ようこそ美祢市へ」、美祢境におもてなしキャラク

ターの設置 

 市、ボランティア隊づくり、空き家などの掃除をする 

 空き家の把握→空き家になって早い段階で対応(行政) 

 認知症・介護予防とひとりくらし、要支援者の見守りの充

実 

 災害への備え(日頃からの対策・避難訓練等) 

 男性の社会参加(サロン、ボランティア等) 

 316 号線、花の管理 

 休耕田、畑の貸し出し 

 宇部マテや興産をもっと密に 

 定期的に 1回/3 か月集う会(地域住民・企業) 

 世界ジオパーク、登録に市民一丸となる 

 住民向けの産業ツアー参加→愛着が湧く？ 

 空き家で学童地域の高齢者が見守る 

 人が集まる場所(スーパー等)に隣接して設置する 

 宗派関係ない納骨室の建設 

 新校舎建設より、給食費等の減額 

 自習室の開放 

 65 歳～元気なうちで地域のタクシー役(車の維持もシェ

アして) 

 

■目指すべきスローガン 

 笑顔で健康な地域づくり 

 笑顔で暮らせる町 

 老人と子供が共存できる町 

 ゆりかごからお墓まで 

 子どもの居場所がある場所 

 伊佐の誇りをいつまでも持ち続けよう！ 

 明るいあいさつで絆を深める伊佐の街！ 
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（６）豊田前地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 桜公園草刈  歩け歩け大会  交通の見守り 

 羅漢山新春ハイキング大会  菊花もろもろ創作展  老人会活動・敬老会 

 クリーン作戦(花作り)  認知症カフェ(シエンテ)  世代間交流(老人と児童) 

 福祉の夏祭り  八幡様行事(どんど焼き・子供神輿

等の復活) 

 老人福祉サロン活動(ふれあいサロ

ン、いきいきサロン) 

 ふれあいセンター(高齢者の野菜

づくり応援) 

 社会促進センターとの交流(共生

会議・センター生の活用・公園整

備・矯正展等) 

  

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 炭鉱の町  豊田前郷土資料館  地震が少ない 

 道路の便が良い  公民館活動が盛んにある  豊田前中学校跡地・校舎 

 史跡(羅漢・宝篋印塔＝八幡様)  家屋が広くプライバシーが守れる  社会復帰促進センター(炭鉱の歴

史) 

 みんなの家 あそう(小規模多機能

型居宅介護事業所) 

 知識・経験(お花・料理・史跡・農

業) 

  

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 獣害  移動手段  病院がない 

 中学校閉校  休耕田が多い  空き家が多い 

 公共交通がない  価値観の多様化  若い世代が少ない 

 世代間交流がない  人間関係の希薄化  買い物する場がない 

 バス等交通アクセスが悪い  後継者のいない家庭が多い  日用品を購入するところがない 

 

■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 市営住宅 

 買い物する場 

 核となる公民館（場所）の活用（充実） 

 公民館活動への予算拡大 

 公民館だより等の改善（班回覧）、回覧では地域のこ

と分かりにくい、時代に逆行 

 利用しやすい公共交通整備 

 上下水道整備 

 育児世代（家族）への税制対応 

住
民
面 

 交通機関の維持 

 休耕田の活用 

 働く場所、集う場所 

 人口増 

 豊田前を好きな人を増やす 

 活気（助け合い）人間関係 

 医療の設置 

 若年層の定住（良質な住居の提供） 

 中学校（閉校してしまった） 

 30-40 代のリーダー育成（グループ化） 

 豊田前町で企業をつくるような取組（町民で自主運

営） 

 協調性（於福のような縦のつながり） 

 メンバーの固定化の解消（地区社協の取組など） 

 中学校の跡地利活用 
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■地区を発展させる取組 

 歴史、史跡のＰＲ 

 地元愛 

 お祭り、イベントを参加型で楽しむ 

 スポーツ交流・振興 

 車の乗り合い 

 声の掛け合い（誰にでも挨拶をする） 

 近隣での助け合い 

 公民館を核とした企業体をつくる（赤郷のような） 

 高齢者も参加しやすいイベント作り（見直し） 

 子どもが増える施策（小さくても良いが教育、福祉等オ

ールラウンドな総合タウンの建設） 

 史跡の整備による観光強化 

 高齢者-若者-子どもを結びつける環境 

 人々を定住させる（帰ってこさせる）仕組み 

 取組を行うメンバーの入れ替わり 

 青年の主催するイベントの開催 

 社会復帰促進センター関連職員にも住んでもらえる 

 

■目指すべきスローガン 

 自ら動くまちづくり 

 つなぐ、つながるまち 

 健康で人生を楽しめる 

 住民が楽しめるまちづくり 

 元気なまち、元気になれるまち 

 高齢者～子ども、どの世代も元気なまち 

 ひとにやさしいまちづくり 

 住んでいることを誇れるまちづくり 
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（７）於福地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 敬老会  元気会  球技大会 

 地域の草刈  サロン活動  おふく十三夜 

 公民館まつり  ほほえみの会  子ども会キャンプ 

 地区集会・親睦会  小中学校防災訓練  友愛弁当作り 

 吹矢おふく教室  中学校行事参加  食推の健康教室 

 敬老会イベント  地区ごとの夏祭りの開催  子どもの登下校の見守り 

 (小学校での)地域の魅力発見ツア

ー 

 リーダー講習会  観光客接待案内 

 収集ボランティア  ラージボール卓球  交流ステーション 

 国道沿の草刈作業  朝の登校の見守り  お福ふるさと祭り 

 子ども会キャンプ  スイートピーの会  パワフルおふく教室 

 出会った人への挨拶  アメリカンドッグ販売  フラワープロジェクト 

 於福の子どもを見守る会  ウォーキングマップ作り  交流センターでコーラス 

 小中学校ジオパーク活動  高齢者のボランティア弁当  於福地域交流ステーション 

 公民館等の共同行事イベント  水神公園 流しソーメン運営  町子連もちつき大会・スケート教室 

 スポーツ行事、球技大会、グラウン

ドゴルフ大会、運動会 

 ステーションの交流イベント(写真

展、フリーマーケット等) 

 

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 石灰窯  梨の収穫  於福町史 

 駅がある  物が安い  雁飛山登山 

 朝夕が涼しい  小祭りの維持  かけ流し温泉 

 シニアが元気  団結心・協力心  ひとのつながり 

 ナイトサファリ  河村節男・節子  これからクラブ 

 子どもたちの力  小学校と中学校  サラダホウレン草 

 雁飛山(初日の出）  四季の移ろいが鮮明  春の桜、台山の紅葉 

 頼りになる人が多い  交通拠点まで１時間  316 号線沿いの花々 

 道の駅おふく（温泉）  公民館長屋敷協力参加  美味しい飲食店が多い 

 水神公園 ソーメン流し  ご近所同士のお付き合い  食堂・レストランが多い 

 住民同士の見守りがある  ボランティア精神のある人  自然が豊か(山・川・ジビエ) 

 菜の花フェスタ・コスモスフェスタ  福祉施設が多い(キッチンセンタ

ー、特養、ファミリーホーム、訓練

施設、ケアハウス 

  

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 エコ改善  少子高齢化  こどもの減少 

 店が少ない  空き家が多い  交通の便が悪い 

 移動スーパー  本屋があれば  買い物難民が増えた 

 多様性に欠ける  コンビニが欲しい  行事での参加人数が少ない 

 農業の跡取がいない  中学校がなくなるのかな  若い人の働くところが欲しい 

 大型農業を取り入れるには  シカ・イノシシ・サルの改善  地域のつながりを深くすべき 

 やりたい仕事が近くにあれば  於福地域と田代地域の交流が難しい  人を集めるための足となる車の配

置 

 各家庭で将来帰ってくる教育をす

る 

 R316 沿線の協力・参加者が少な

い 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 声優さんのイベント開催 

 魅力的な高校・大学を 

 アニメイトが欲しい 

 空き家を民泊に(ゆもと温泉風)、会社開業等の事業 

 もえサミット(男性キャラ) 

 秋吉台などをもっと活性化(若者向けのお店等) 

 交通の発達、電車の本数を増やす 

 職場を増やしてほしい 

 将来帰ってきたい於福のままで 

 観光以外の美祢の特色が欲しい 

 水上アスレチック 

 ルネッサ長門みたいなところ 

 他の市から来てもらえるような施設をつくる 

 観光ツアーの開催 

 イベントや祭りの開催 

 コンビニが欲しい 

 映画館・ゲーセンが欲しい 

 アニメのイベントをしてほしい(声優さんに来てもらう) 

 保育園・幼稚園をつくる 

 商業施設の連携 

 産業の育成 

 武道場がほしい、広いスポーツ施設 

 一般市民の声を聞く機会を多くしてほしい 

 交通サービス(高齢者等の交通手段の確保) 

 地域医療・地域福祉・介護サービスの充実 

 子育てしやすい環境づくり 

 特産品の開発への支援 

 地域力・個人力・組織力→分教 

 自然を守り、維持し、活かす取組 

 美祢市各地域の活動拠点をつなげる橋渡し 

 空き家の利用→具体的に 

 現状の持続と維持をどうするか 

 情報交換(孤独にならない為) 

 交流の場の充実 

 農業環境の整備(雑草対策) 

 地区別の(合同)交流 

 行政手続きの窓口(出張所機能) 

 学校・企業・市役所の連携→職場決定・入学とともに 

 害獣対応無料柵づくり 

 人口増加への取組 

 農業推進事業(農具の貸し出し) 

 農業の法人化、産業化 

 美祢市観光コース・サポート事業→人を美祢に呼び

込む 

 買い物難民の解消(高齢者の手伝い・移動スーパー

の充実等) 

 地域・地元のことを知る 

 同じ目的をもつ者同士が集う場づくり、人のネットワー

クの育成 

 若い人が集う場所・イベント 

 ガス抜き場 

 一生涯、於福で生きていく発想の醸成 

 広域での活動機会増加 
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住
民
面 

 小・中学生のイベント参加(子ども会の) 

 小・中学校のイベントへの地域の方の参加を増やした

い 

 於福にコンビニが欲しい 

 観光スポットを SNS でもっと発信してほしい 

 インターネットの活用通販、買い物を便利に 

 行事の参加 

 音楽で交流したい 

 学校と地域の繋がり 

 道の駅おふくを拠点に地域づくりとモノづくり 

 お年寄りの生きがいを知る 

 シニア食堂の開設 

 若い力の確保 

 小中学校と連携した地域創造 

 専門家の育成 

 市民が将来について考える余裕を持つこと 

 若者の定住 

 ボランティア団体 

 人が集まる機会をつくる 

 情報交換(方法・場所) 

 連携網の充実 

 アクセスを活かした取組 

 地区の公会堂の利用活用を考える 

 共同農業 

 農業企業の設立 

 遊休農地利活用の支援 

 三世代交流(子どもたちに地域の伝統魅力を伝える) 

 公民館・交流ステーションの利活用 

 於福・美祢市の観光案内 

 廃校の利用→体験学習施設 

 ジビエを利用した特産品の開発 

 荒れ地を農地化(他地区から体験させる取組も) 

 地域住民の信頼性・信頼感の強化 

 働き盛りの人をリーダーに 

 於福地域の地図づくり 

 国際交流 

 

■地区を発展させる取組 

 TV の大プロジェクトに応募(モニタリングなど) 

 バズる PR 動画を投稿(おもしろいナレーター等) 

 握手会！声優さん誘致！ 

 美祢が舞台のアニメを作ってもらう 

 於福中ツイッター＆インスタ 

 地域清掃 

 生徒で映画をつくる 

 歌い手活動 

 自虐風 CM 

 映画、ドラマ、朝ドラの舞台にする！ 

 CV 私たちのアニメ制作 

 お金を集める 

 音楽祭を開催(歌や楽器の演奏会) 

 天神みたいな地下街をつくる 

 ゲーム作成 

 お茶を飲みながらトランプをしたい 

 遊園地つくる(ホテルもつくる) 

 アニメ再現の地にする 

 オリンピックに便乗してオフリンピックを開催する 

 レクリエーション大会 

 めざせ住民力！ 

 山陽山陰を繋ぐ街に！ 

 土地の価格をすごく安くする→定住者を増やす 

 夢・希望・安心 

 未来へ繋ぐ町づくり 

 みんなで一緒に 

 ふるさとは地元にありてつくるもの 

 私のふるさとは笑い声が聴こえる処 

 あるものを活かすまちづくり 

 人と人とのつながりを大事にする 

 中学生の希望を思い、実現しよう！ 

 ドローン 

 現行交通のフル活用カー＆ライド等 

 自主的に出会いの回数を増やす努力をする 

 年齢を重ねても自主精神を養う努力をする 

 高齢者が一緒に生活できる場所 

 高齢者でも働くことが出来る場所がほしい 

 農業を法人化 

 大人数が入る大きな市民会館(1000 人以上) 

 若者と高齢者の交流機会 UP 

 於福地区にスーパーマーケットが欲しい(気軽に入れる店) 

 若い人のニーズを満たす 

 時々都会に行く機会を持つ 

 センスのいいショッピングの機会がある 

 一日一回以上声かけ→人と人とのネットワーク、話す機

会をつくろう 
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■目指すべきスローガン 

 個性爆発 

 U ターンしたくなる I ターンしてみよう 

 於福には UIJ がある 

 人もいないコンビニない工業団地作ったのに来てくれない 

 日本一オタクにやさしい町 

 地域皆で 

 愛と勇気と私たちが友だちだ 

 TikTok で一攫千金ねらってます 

 あなたのアイドルは？さとうあすかさんですか？いいえ、

山田先生です。 

 愛、元気 

 楽しく暮らせる町 

 仲良し 

 都会化(みんなが便利) 

 Love＆Peace 

 誰にでも優しい町 

 日本一 

 つながるお福 

 住みよい町づくりコミュニケーションが出来る町づくり 

 住民が健康であること 

 地域の良さを知ろう 

 目指せ 100 歳！ジビエを食べて 

 お金が欲しい 

 ここから全国へ(良さを知らせよう) 

 健康寿命が伸びる生活 

 みんなでやろう 

 お隣さんへ声かけしよう 

 花いっぱいの町にしよう 

 帰りたくなる於福へ 

 山口県の中心に 

※地域の中学生が参加 
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（８）厚保地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 敬老会  サロン  消防団 

 組合法人  山中駅伝  子ども神輿 

 ハイキング  厚保憩いランチ  スポーツ少年団 

 体育行事の振興  ママチャリＧＰ  金毘羅の道つくり 

 趣味の作品の展示  市民総社会参加活動  夏祭り等のイベント 

 認知症の予防の実施  旧美祢サーキット利用  地区の班編成の見直し 

 駅舎内地域コミュニティ  町民体育祭、スポーツ行事  見守りたい（みまくり隊） 

 市事業の協力参加（草刈り）  地域交流ステーションの運営  見まわり隊等、自主防衛組織 

 地域見守り活動を行われる方々  空き家を活用した店舗経営者の登場  文化祭（地区小・中学校との共催） 

 保・小・中地区住民へのクリーン作

戦 

 東厚保小の管理関係（花のえがお

の会） 

 地域と協同した子ども教育、コミュ

ニティスクール 

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 飯沼貞吉  静寂  鬼の釜 

 栗焼酎  郵便局  厚保くり 

 三澤医院  来嶋又兵衛  奥畑のホタル 

 神功皇后神社  中村の観音様  マツダ試験場 

 老人憩いの家  ＪＡ西厚保支所  江下山（景色） 

 隣接市町が多い  一畑薬師、薬師寺  ガソリンスタンド 

 高齢者（知恵者）  鳥の子山（後山）  厚保地区体育振興会 

 梅がたくさんとれる  三重の塔（光専寺）  交流ステーションの設置 

 デイリーヤマザキ厚保店  川東小の下のうどん屋さん  世代を超えた人のつながり 

 歴史の道、赤間ヶ関街道中道筋  井上電気で常備券を売っている  大型ショッピングセンターに近い 

 豊かな自然、緑、景観、空気がき

れい 

 厚保小学校、子ども達（60 人の小

学生） 

 交通の利便性の良さ（美祢西ＩＣ、

厚狭駅） 

 住民の人柄が良い、行動力（積極

性）がある 

 農業法人設立で１次産業の新たな

アプローチ 

 公民館活動（ハイキング、ソフトボー

ル大会等）、町民参加活動 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 農地の荒廃  集落戸数の減  廃校の跡地利用 

 災害時の避難場所  消防団後継者不足  核となる産業がない 

 山河（故郷）の荒れ  習い事の場が少ない  外灯が少なく夜が暗い 

 昼は高齢者等だけ  空き家が多い（廃屋も）  飲食店、居酒屋が少ない 

 観光地の駐車場が少ない  災害が多い、水害頻度増  若者の集まる場所がない 

 単身世帯、独居高齢者の増  子どもを遊ばせる場所がない  働く場所、会社がない、遠い 

 地区の行事へ親だけが参加する  若い人が地区の魅力を知らない  車が無いと（歩いて）生活できない 

 公共交通（バス）の便数が少なく不

便 

 子ども、若者が少ない、戻ってこな

い 

 転入者を受け入れる環境 

（モノ・ヒト） 

 情報発信の量が少ない（経験者、

技能者等） 

 地域をまとめるリーダーの育成（年

齢問わず） 

 イノシシやシカ、クマ、サルが多く農

作物の被害 

 金毘羅の道つくりなど維持が困難

になりつつある 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 地域の状況の把握 

 移動手段の確保 

 公民館の維持 

 公民館の充実 

 厚保小・中の確保(保育園も) 

 市民が活躍できる行事をする 

 安心・安全な生活 

 U ターンする活動 

 やる気のある市職員 

 地区行事の(祭)理解(補助金等) 

 縦割行政→横のつながりも大切に 

 リーダーの発掘(情報収集、提供) 

 列車とバスの一体的な運行計画を 

 生活用品の確保 

 空き家の持主との取次ぎをする人 

 空き家対策 

 移動販売車人口維持(学生の人数・空き家対策) 

 フリーWi-Fi 

 学校の存続 

 企業誘致、働ける場の提供 

 地域のお寺やお宮をもっと生かす(条例の改正?)→

社会教育の事業場所として、災害時の緊急時に利用 

住
民
面 

 地域からの発信(行政へ) 

 施設の充実 

 高齢者が活躍できる場所・機会の確保 

 田園風景の維持(景観) 

 高齢者の活躍の場 

 厚保に子どもを残す親・祖父母 

 地元をアピールする 

 店 

 住みやすさ 

 伝統の継承 

 空き家・農地を放置しない、一人一人が意識を持つ 

 地区、地元に対する理解・愛着 

 まちの実態を知る機会(話し合い)の創出 

 まちの将来について話す場 

 集会へ若者や市職員の参加 

 地区の中で話をする場 

 リーダー 

 働く場 

 観光地 

 元気な中年(活躍する、世代交代できる) 

 今いる人は出ない 

 家族は帰ってくる 

 小さい時から良い思い出をつくる 

 青年団のような組織 
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■地区を発展させる取組 

 まちを語る場 

 移動手段の確保 

 地区内の移動手段の充実 

 世代ごとで話し合える場 

 地区内でのバスの循環 

 買い物をしに行く乗り合いバス 

 地区を利用するような環境づくり 

 高齢者が活躍できる機会づくり 

 地区の宝を活かす取組 

 くりのアピール、コメのブランド化 

 婚活 

 厚保に奥さん(旦那さん)と連れて帰れる魅力的な旦那

さん(奥さん) 

 家を建てたらもらえる市補助金 

 家を建ててくれる親 

 子どもを産んだらもらえる市補助金 

 医療費無料 

 物流の拠点にする(高速道路利用)の充実 

 集う場をつくる 

 アマゾン受け取り場所をつくる 

 市外に買い物に行かなくても済むようにする 

 厚保地区のリノベーション 

 隣近所を大切にする 

 住民の意識改革(ボランティアの理解) 

 ボランティア精神を養う(？) 

 人材発掘(資格・経験) 

 高齢者パワー 

 故郷の環境整備(地区の宝を守っていく) 

 地区の魅力の維持 

 空き家利用(企業への開放等)※景観良い！IC 有 

 立地(IC、駅等)を活かした取組 

 ふるさとを思う教育 

 地区の宝、住民が本気で残していく 

 厚保くりの更なるブランド化 

 各世代でのまちを真剣に話す場 

 外部の人に地区の良さを知ってもらう 

 フリーWi-Fi 

 空き家・廃校活用 

 地域の人材を育成するシステム(補助金) 

 プロのコーディネーター(まちおこし、市の職員では限界) 

 IKEA・コストコ 

 退職者が技術を活用できる場所をつくる 

 美祢線の活用(鉄道ファンを含む) 

 地元の人が頑張る 

 ベッドタウン化 

 子育てしやすい・老後暮らしやすい(子育て・結婚) 

 助け合いの精神 

 近くに職場がある→厚保に住むことが出来る 

 収入を得る手段の構築(地元で働く、地元で暮らす) 

 地区の魅力の組織 

 今あるものを有効活用(欲しがりません) 

 ふるさと納税の取組 

 

■目指すべきスローガン 

 住む人が誇れるまち 

 人が集まるまち 

 みんなが笑顔になれるまち 

 住む人が地区を好きになる 

 リノベーションして住みたい人を呼び込む 

 シェアハウス化 

 ふるさとは美しく 

 将来思い出せるまち(ふるさと) 

 住みやすい 

 子どもが帰ってきたくなる 

 コミュニティのある 

 一生保証 

 ひとりひとりが主人公 

 なんじゃかんじゃ言うても守ろう故郷 

 感謝の気持ちを行動へ！ 
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（９）赤郷地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

Ⅰ.暮らしを支え、生きがいづくりを推進する 

 介護予防体操  子ども放課後教室  サロンを行っている 

 子ども会育成会の取組  コミュニティバス運行協議会  高齢者の料理教室・子どもの料理

教室 

 伝承グループ(昔の文化や遊びを

伝える) 

 地区によるスクールバスと福祉バ

スの運行 

  

Ⅱ.地域の絆を深め、地域を継承する 

 赤郷夢プラン作成  美東大滝への道の草刈  二反田かきつばた保全活動 

 毎年行われる河川の草刈・溝掃除

等 

 夏祭り・ふれあい祭り・バサー・運動

会の参加 

  

Ⅳ.人と地域を繋ぎ、次世代を担う人材を育てる 

 れっどぼーいずの移住者交流会  れっどぼーいずの外国人モニター

ツアーの受け入れ・交流 

  

その他 

 久保修の切り絵ワークショップ     

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

Ⅰ.暮らしを支え、生きがいづくりを推進する 

 交通弱者への取組  住民タクシー(送迎サービスに向け

てスクールバスを運行できるシステ

ムづくりを行った) 

  

Ⅱ.地域の絆を深め、地域を継承する 

 赤郷八幡宮  北河内・佐山神楽   

Ⅲ.地域資源を活かし、輝きのある日常を目指す 

 農事組合法人赤郷  山菜に恵まれている  赤土をいかした農産物の生産(ゴボ

ウ・里いも等) 

 苗木(スギ・ヒノキ、コンテナ苗等)     

Ⅳ.人と地域を繋ぎ、次世代を担う人材を育てる 

 60 歳以上が元気  地域の取組に協力的な人が多い  様々な得意分野をもっている人材

がいる＝人材が宝 

 赤郷小学校の閉校・お別れ会を盛

大に行うことができた 

    

Ⅴ. 

 絵堂インター  サファリランド  山口・萩・長門に近い 

 大正洞はバイクの基地  ブ－ランジェリークラ・アルボレ

オ 

 空気・水がきれい・自然の恵み

が多い 

 他の地域に比べて観光的な施

設が多い 

 芝桜・白魚洞・秋吉台・景清

洞・吸い込み穴・湿地帯がある 
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■「地区の課題」（弱み・改善点） 

Ⅰ.暮らしを支え、生きがいづくりを推進する 

 店がない  高齢者が多い  買い物ができない 

 サロンを集落ごとに開く  雪が溶けない(冬の交通機関)  16 集落が立地的に分散している 

Ⅱ.地域の絆を深め、地域を継承する 

 学校の有効活用  赤郷小学校の閉校  地域外との交流が少ない 

 人口減少の中での拠点が決まって

いない 

    

Ⅲ.地域資源を活かし、輝きのある日常を目指す 

 空き家が多い  働く場所の創設  昔の川魚が少なくなった 

 動物による農作物への被害  地域内でお金を回す仕組みがない  イノシシ・シカ・シロサギ・ヌートリアの

増加 

Ⅳ.人と地域を繋ぎ、次世代を担う人材を育てる 

 取り組む人間が限られている  協力者を募る体制づくりがない  人集めが困難なため、組織の連携

が必要 

 熱意・興味がある人とそうでない人

の差が激しい(連帯意識の差) 

    

Ⅴ. 

 災害時の対応徹底  人口減少から安定化への兆しが見

えない 

 課題が多岐にわたっていて、選択

が求められる 

 せっかく作成した赤郷夢プランが実

行されていない(5 件のうちもう 1

件) 

    

 

■地区の将来に必要なこと・地区を発展させる取組 

行
政
の
施
策 

 出産・祝金・結婚を増やす 

 人口減少しつつも安定化の方策・試行実行を 

 高齢者の集まる場所、機会を作る 

収
入 

 企業誘致をする 

 働きに出られない人(常時)に仕事を提供(都合のいい

日) 

 年間を通して収益の得られる仕組みづくり 

 農業収入を良くする 

 旧赤郷小をゲストハウスに作り変えて、都会の人に来

てもらい田舎体験を提供する 

人
材
育
成 

 れっどぼーいずジュニアや、れっどがーるずジュニア

などの次世代づくり 

 家庭で子どもに故郷をひきつける教育をする 

 子どもを地域づくりに参画させる 

 有名な塾をつくり、U ターン世帯・移住世帯を呼び込

む 

 世代間の役割分担を 

 動ける世代、世代別に役割 

 拠点の決定(その場所の指定管理を受ける) 

 地区振興会の仕組みを考える 

 全員参加全ての人に役割を 

 自身の個性や特技が活かせる体制・組織づくり 

 イノシシなど増加を防ぐ対策(免許を取る) 

地
域
連
携 

 大田地域との連携づくり  姉妹都市ならぬ姉妹地域を結んで発展へ 
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雇
用 

 加工のプロを雇って、加工に取り組む 

 加工の機材を買ってまず始める 

 サファリで赤郷よいとこ祭りを行う 

 大正洞・景清洞に土日・GW分は赤郷の店を出す 

 働く場所、6次産業・加工場 

 赤郷には施設や商業施設がある。どのように連携す

るか 

 集会所にテナントなどのカフェを募る 

 食推さんのおもてなし(前回観光協会モニターツアー

がとても良かった) 

 施設や商業施設がある→どのように連携するか 

 宮の馬場道路公園を県から払下げを受け赤郷出展

のテントブースにする 

 宮の馬場の旧あこやの古民家を改修してカフェ・雑貨

の店をつくり、若い女性に任せる 

 赤郷マルシェを開催する 

 赤郷の女子会(飲み会)を発展させ、何か仕事を創る

会にする 

 有志が 10万ずつ出し合い、集まった資金で何をやる

か真剣に考える 

移
住
結
婚 

 独身男女の集まることができる雰囲気づくり 

 公民館の取組 

 移住される人を増やすためには 

 美祢移住者大交流会を開く 

 ホームステイをしてもいい人を募って協会をつくる 

古
民
家
活
用 

 ジビエレストランをつくる 

 古民家レストラン 

 空き家を活用した移住対策 

 古民家民宿をつくる 

 自然食材・健康食にこだわった料理教室、カフェ、レ

ストラン 

 クラウドファウンディングで若者が集う古民家改修を行

い、将来的にカフェをする 

生
き
方 

 お店のない暮らしを提案する 

 赤郷での生き方を提案しよう 

 16 集落の異なる雰囲気の紹介 

情
報
発
信 

 赤郷の魅力を YouTube で発信 

 テレビなどマスコミに PR する(観光地) 

 テレビ会議できるような地区 

 美東大滝付近は癒しの場所、森林浴を 

 

■目指すべきスローガン 

 何か１つかかわってみよう 

 元気な人、住民づくり 

 健康寿命が長い赤郷住民 

 住民参画で創造する赤郷の未来 

 若者と女性が活躍を生み出す赤の郷 

 能動的に好きなことを必要と思うことを 

 全ての人に役割を 
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（10）大田地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 配食  古民家みとう  農業の法人化 

 リバーステージ  子ども会の旅行  秋吉台・山焼き 

 サファリランド  川上ほたるまつり  大田川こいのぼり 

 明治維新の本陣跡  地区の祭事を若者へ  子どもの遊び場ができた 

 認知症カフェ・老人会サロン  大田地区振興会・金麗社の旗  三世代交流・運動会・もちつき等 

 大田夏まつり・大田ふるさとまつり  昔からの高倉荒神祭りが続いてい

る 

 地区行事の継続(花まつり・地蔵

構) 

 グラウンドゴルフが盛んに行われて

いる 

 ボランティア活動(配食・河川草

刈・溝掃除・地区の清掃) 

  

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 斎場  ジオ  道の駅 

 三本松  秋吉台  長登銅山跡 

 長登のシダレザクラ  美東病院  大田 IC 

 公営住宅  美東の日  小児科医院 

 山口に近い  IC 高速道  ジャズバンド 

 子どもが素直  高齢者ホーム  金麗社・金麗文化 

 交通事故が少ない  見守隊の隊員が多い  郡役所(跡地がある) 

 大田川(桜)・河川公園  地域のボランティア活動  スクールバスの地域運用 

 高見文部大臣の碑がある  美祢市で唯一、小中が隣同士  指定文化財がかなり点在している 

 店がある(サイサイ・スーパー・ドラッ

グストア・コンビニ等) 

    

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 財政不足  商売・起業  伝統がない 

 少子高齢化  空き家の増加  転入者が少ない 

 大手企業・職場  小児科医院がない  コミュニティ不足 

 河川改修が遅れている  大田地区としてのまとまり  インターネットの光回線がない 

 美東病院がなくなる不安がある  特産品がない・地域性がない(特

色) 

 集中は農業(六次産業はできない

か) 

 高齢者が住みやすい新しい施設が

少ない 

 義務教育が済むと町外に流れ出

てしまう 

 交通手段(桂坂・岩波・聞波の交通

手段) 

 総合支所で対応できないことが多く

なった 

 集まるところ・遊ぶところ(観光地)が

少ない 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 若者の横のつながりづくり(U ターン・I ターン) 

→そこからなにが生まれるか 

 「関係人口」(そのまちのファン)を生み出す 

 人口を増やすこと 

 空いている建物をいつでも使える交流スペースに 

 バスセンター周辺の整備 

 美東病院の診療科を増やす 

 高齢者が集まれる場所を作りたい 

住
民
面 

 酒造会社があった 

 鴨のスモークの利用 

 中高生が楽しいと思えるまちづくり 

 山車を活用したイベント 

 転入者と地域の方がふれあう場が増えればよい 

 町内に知らない人が多すぎる 

→もっと町内の人達と仲良くなりたい 

 孤立を防ぎたい 

 この町にしかない社会資源を活かす方法で活性化に

繋げる 

 昔のおまつりを復活させたい 

 少ない人口のまちでこそ、一丸となってできることはない

か 

 

■地区を発展させる取組 

 支所に行けば本庁の専門家と TV通話できる 

 道の駅で行政サービス 

 自治会で行政の委託事業をうけおってお金を稼ぐ 

 クラウドファンディングで祭り 

 コスプレ大会 

 

■目指すべきスローガン 

※参加者１名のためスローガンはなし 
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（11）綾木地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 綾木会  サロン  鳳鳴やまさと会 

 どじょう森様祭  地区の消防団活動  大田川 河川草刈り 

 小学校と地区運動会  児童クラブでの支援  泥んこバレー（綾木会） 

 登下校の見守り（綾木小）  「かきつばた」で弁当作り  スポーツの集い（公民館） 

 ボウリング大会 子供会・地区  秋祭り（綾木八幡宮、地域全体）  体育館利用 バドミントン・ソフトバレ

ー 

 農業基盤が良 （農業法人）６団体

（圃場整備済） 

 レクリエーション（子供会）綾木地

区・単位（地区別） 

 旧小学校（鳳鳴小学校）を活用し

て地域振興に繋げている 

 高齢化や後継ぎがなく放置された

栗園の活用 鳳鳴やまさと会有志

で 

 道の駅のフレッシュ菜々で野菜を

販売 老人会に手数料を出してい

た 

 公民館利用 サロン・カラオケ・押し

花・大正琴・竹細工・フラワーアレン

ジメント 

 廃校を再活用し、地域のにぎわい交

流の場として、年間様々なイベントを

開催し、地域の拠点として運営・管理 

    

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 八幡宮  綾木会  鳳鳴やまさと会 

 消防団  子供会  見守り隊 

 還寿会  ナタ折れの木  農地が荒れていない 

 住宅用地の立地条件が良い  山口県中心部、県庁等へ近い  災害が少ない（水害・地震） 

 観音様 25年間に渡の祭り  薬王寺地区の奥側にはきれいな滝

がある 

 誕生日プレゼント 地区の方の手作

り品等 

 田・畑として活用できる農地がたく

さんある 
 廃校は再利用して５年目 もは

や地域の宝ではないか？ 

 国道 435 号線 日平均交通量

6000 台の道路に面している（東

部） 

 綾木は交通アクセスが良 山口方

面、綾木 IC、中国道へのアクセス 

 大石地区 ８月 13 日の盆踊り（１

年間で、地区内で亡くなった人が

いた場合のみ） 

  

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 孤独死  店が少ない  共同住宅なし 

 十文字原の利用  交通手段が少ない  清水使用で酒・雑貨 

 生活条件が悪（店舗なし）  高齢者の居所が点在している  出生率が少ない 子供が少ない 

 飲食店（高山の辺り）菜々綾木店  住宅地にするため時間がかかりす

ぎた 

 寄り所がない 

（コミュニティ場所、飲み屋） 

 改善案 地域行政（地域から公民

館長選任） 

 保育所がなくなった ０歳からの保

育施設不足 

 大石地区 10 年後に必ず来る危

機的限界集落 

 圃場整備等が終わっているため、

住宅地にしにくい 

 廃屋・空き家、独居・準独居の増

加 空き家の利用 

 少人数学校はコミュニケーション不

足等になりやすい 

 企業・会社が少ない 働き場所が

少ない（企業誘致） 

 次回の案 公民館の地域運営化

（館長など地元から登用） 

 高齢化により、お世話する人ができ

なくなり、サロンの衰退 

 次回の案 人口減・世帯減行政区

の見直し案（統廃合など） 

 中山間地域の農業 後継者問題・

農遊地・労働力不足・高齢化 

 小中一貫教育が必要 美東地域

での一貫教育を振興していく必要

あり 

 今後離農される農地が多く出現 

その農地を活用できないか（例：貸

し農園）地区外の人も対象 

 現在活動している「綾木会」「鳳鳴

やまさと会」の後継者不足が課題と

して考えられる 継続されるか？ 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 出生率をあげる 

 三世代住宅への補助金の実施 

 農地の宅地への転換を簡略化 

 気軽に集える場所(居場所) 

 公民館活動充実・活性化(特産品の加工等で利活

用) 

 もの作りを一緒にする場所 

 空き家対策 

 周辺市から人を呼べる政策(山口市・宇部市より) 

 若者の定住 

住
民
面 

 綾木東部地区をベッドタウン化  働き場所・企業誘致(若者の確保)→出生率アップ 

 

■地区を発展させる取組 

 農業の発展(エゴマ・菜の花) 

 エゴマ油・有機野菜の採取 

(身体に良い・健康寿命) 

 菜の花の景観 

 利益の出る農業に助成金 

 美東小学校→幼小中の一貫教育→教育の町 

 教育費の負担 

 少人数制の学校教育の利点をアピール(学力の向上) 

 児童教育では学校から帰ったらすぐに宿題(みんながや

るから) 

 「面白そう」「行ってみたい」と感じさせる取組 

 奇抜な取組(よさこい踊り等) (特産物のアピール) 

 「イナカ」を売りに(食べ物・風景をインスタグラムで配信) 

 インターネットの活用 

→呼びかけと受け入れ態勢を作る(観光・移住・労働) 

 農地から宅地への変換の短縮化 

 岡の台テニスコートをアパート建設 

 市営のたまり場(居酒屋)をつくる 

 就労場所の確保 

 

■目指すべきスローガン 

 教育の町、美東(綾木) 

 有機の里 

 花いっぱい、心ほっこり、青空広がる、癒しの里 

 人と環境にやさしいまち 

 人口減少に伴う企業の誘致 

 若者のための「医・職・住」 

 赤ちゃんから高齢者まで住みたくなる町 

 子育ての町 

 子どもが伸び伸び過ごせる町 

 綾木小学校を休校させないために 
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（12）真長田地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 高齢者宅の訪問  子供会もちつき  真長田神楽保存会 

 １月どんど焼の開催  真長田ふるさとまつり  淳美小学校教育後援会 

 １月１日 初日詣で登山  公民館周辺の清掃 年２回  休耕地にヒマワリを植える 

 公民館活動 いろいろあった  真長田グラウンドゴルフ友の会  たまに子供会行事として海水浴 

 御神輿を担ぎ、商店を回っていた  子供 110 番 地域の見守り 通学

路監視 

 ソフトボール大会 小学校運動会 

地区対抗戦 

 地区の環境美化 河川の草刈り 

定期草刈り・ゴミ拾い 

    

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 温泉  静か  工業団地 

 会社が多い  高規格道路  星空が美しい 

 芸術家がいる  食事処が多い  参加者が多い 

 土地代が安い  水害が少ない  メタセコイヤ 

 考え方が改進的  秋吉台自転車道  「まなまな」カレー店 

 サッカー ナイター設備  都市化していない 田舎暮らし  車道と歩道 分かれている所が多

い 

 高速道のサービスエリアがある（24

時間営業） インターもある 

 サークル活動 グラウンドゴルフ・ゲ

ートボール・スポ少・文化的等 

 交通の便が良い 山口・小郡に近

いので便利 県内から集まりやすい 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 下水道  荒山林活用  空き家対策 

 若者が少ない  出生数が少ない  工業団地の社宅 

 他地区へ人口流失  観光行政に頼りすぎ  若い人の独身が多い 

 イベント広場がない  病院・クリニック等ない  情報インフラネットが遅い 

 近所付き合いがなくなった  白土団地の整備、リフォーム等  施設を集約 利便性を高くする 

 高校の進学先が、山口方面が多い  耕作放棄地が多い 休耕田の美

観対策 

 遊ぶ所がない・娯楽がない 良い 

悪い 

 商業施設・スーパー等 買い物店

がない 

 中・高校の通学 交通の便 公共

交通不足 

 害獣 イノシシ・サル等が多い 対

策・活用 

 小郡のベッドタウン 条件の良い宅

地を安く提供 

 一人暮らしが増えて、地域の維持

ができなくなる 

 田舎道が悪い 整備不良 道路

（道端）がゴミ箱状態 

 弱者のための手段 コミュニティバ

ス・ミニタクシーを入れること 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 保育料の無償化→若者の転入につなげる 

 中学通学のバス代無償化→長く住み続けてもらう 

 人口を増やすこと 

 企業の誘致 

 高齢者の働く場 

 県道の整備・直線化(二本木～小郡) 

 公共交通 

 白土団地等の賃貸料を安く 

 きららオーガニックファームの再生利用 

 若者に新築住宅をつくる 

 空き家対策 

 イベント広場・ホール 

住
民
面 

 子どもが地域で活躍できるようなしくみづくり 

 地区の祭りを復活させる 

 地区同士のつながり(他地区の状況を知る) 

 小学校と地域とのつながり 

 地域を見守る跡継ぎがいない 

 楽しい創造を 

 外国人を受け入れる 

 暮らしやすい土地 

 情報インフラ 

 老人ホーム・グループホーム 

 

■地区を発展させる取組 

 各地区サロンへの参加呼びかけ 

 ふるさとまつりの内容見直し→子育て世代の参加を促

す 

 高齢者の生きがいと活躍の場を 

 ドッグラン 

 リーダーを養成する勉強会 

 地域で買い物する 

 民官一体化 

 奉仕活動の精神を育てる 

 趣味の発表会 

 イベントを集約→大きなまつり・一緒に行う 

 宅地にできる場所を安く売る 

 桜公園をつくる 

 子どもの遊び場・公園 

 花いっぱいの町に 

 桜を植えよう 

 

■目指すべきスローガン 

 子ども中心の地域づくり 

 高齢者の集う場所・地域 

 男性が集まる元気な地域 

 四季折々の花一日の町 

 桜花壇・花がいっぱいの魅力あるふるさと(桜並木) 

 地域の課題は地域で解決する→開心をする 

 地域発展に全員で立ち向かう 
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（13）嘉万・青景地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 集落の神仏の祭り等  農業法人の立ち上げ  厚東川の河川清掃(草刈) 

 小学校等、児童とのふれあい  青景園・秋芳の里ボランティア  正月・地区のまつりのもちつき 

 地区での運動会・子どもキャンプ  嘉万の行事(風鎮祭・嘉万子ども

会・どんど焼) 

 夏まつり(公民館)・公民館まつり・く

じびき・花火 

 毎月 1 回婦人部が集まり、色々話

し合い体操等、茶話会をしている 

 スポーツ交流(ソフトボール・ソフトバ

レーボール・運動会(学校) 

 毎月 1 回集落集会を開催し、情報

交換コミュニティづくりに努めている 

 八代の行事(ほたる祭り・ひな祭り・

そば祭り・そば花フェスタ・そうめん

流し・どんど焼・春を食べよう) 

    

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 半田弁天の水  ミネラルを含んだ水  梨 

 白糸の滝  神楽舞  地域の花壇 

 わさび(八代)  ホザキザクラ  六地蔵(栢木) 

 秋吉台・秋芳洞  自然豊かで四季折々  須賀社(けやき) 

 安藤宅(栢木)・石の庭  沢差城・殿河内の城跡  ホタル・ゲンジボタル(八代) 

 山領の芝桜・芝尾の桜(銀山跡)  山王様・天神様・天神山・桂木山  観光洞になっていない鍾乳洞・中尾洞 

 婦人部全員が生き生きと暮らしている     

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 集落崩壊  店がない  学校がない・子どもが集まれる場所

がない 

 人口減少対策  道の駅の新設  空き家の増加 

 そばで町おこし  金融機関が少ない  若者の活動・活躍不足 

 行政 OB・OG の活躍  在宅医療のシステムづくり  情報にたどり着くのが難しい 

 農業で生活できる農業施策の充実  交通が不便(バス)・買い物が不便  サル・イノシシ・シカ・ヌートリアがで

る 

  (若者の)働き場がない 

※嘉万小の跡地に会社が欲しい 

 農業法人や会社等の設置をされ

ているが、人材がいない・後継者不

足 

 医療機関がない・医師不足の緊急

避難として、病院医師の定年延長

を実施する 

 

■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 婚活パーティを企画する(秋吉台を大きく利用) 

 コミュニティバス(足がない) 

 働く場所づくり 

 空き家利用と人口定住 

 公共交通機関の利便性向上 

 地域に学校を残す 

 人材育成(地区リーダーとなれる人) 

 土地(農地)の整理・活用 

住
民
面 

 人(若い方)を呼び寄せる 

 ごみ捨てステーション 

 働く場所の確保をする 

 桂花小を充実させ転入生を呼ぶ 

 楽しく暮らせる地域づくり(リーダーの養成) 

 顔の見える関係性の構築、地域でのコミュニティづくり 
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■地区を発展させる取組 

 小学校ブラスバンドをサロンに入れて広く広報する 

 田舎暮らしの楽しさを伝える・体験を開催する 

 リーダーの後継者づくり 

 イベントを多くして他地域の人々を呼ぶ 

 集落に根付きやすい受け入れ態勢づくり(理解をしてあ

げる・意見を聞いてあげる) 

 ボランティアで半田弁天の水でお茶を出す(人を呼ぶ) 

 女性の力を最大限発揮させる 

 白糸の滝周辺を花畑にし、客を呼ぶ(自然を楽しむ) 

 ボランティアのココロをもって声を掛け合って 

 地域リーダーやグループが生まれる土壌を整える 

 月 1 回集会を開き集落・集落の問題になっていることを

話し合い、解釈している 

 民宿の運営、観光案内 

 人材ネットワークつくり 

 商店を呼ぶ、食料品等 

 ソバで町おこしを考える(ソバを食べられる食事処を増や

す) 

 医療介護の包括システム構築 

 高等学校に看護学科を新設する 

 八代のトンネルを過ぎた所から道のそばにソバを植えて

白の花のソバ街道をつくる観光開発も 

 関東関西方面の企業団地に美祢市の企業団地を紹介

する 

 フラワーロードにする(ソバの花の範囲を広げる) 

 カフェをつくる、水は半田の水を使用 

 道の駅を新設する(秋芳町) 

 食事ができる場所を地区で運営 

 井戸端会議ができるところ 

 人口定住のための受入体制の整備、コミュニティづくり 

 人口減少対策の特効薬はない、住みやすい自然を生

かした環境をつくり、都会の人を呼びもどす 

 

■目指すべきスローガン 

 地域を知ろうバスツアー 

 若い人との対話を行う(意見を聞く) 

 地域の良さを子どもたちに伝える(まずは親かな) 

 青景の 13 区営農を活かす 

 半田の水で人を呼ぶ 

 美味しい水でつくった※・野菜の販売(水の PR) 

 白峯の水の良さを知ろう 

 地域リーダーやグループが生まれる土壌をつくる、行政

との協力をまとめるような人づくり 

 住みたいと思われる町 

 ジオパークを生かした観光振興、五感に響くおもてなし 

 おいしい水の町 

 水がわく、希望がわく、夢がわく、わくわくする町 

 嘉万八千石とガンバロウ 

 おじいちゃんもおばあちゃんもガンバル町 

 水に合い、花に愛、人に逢う、あいの里 
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（14）別府地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 ジオ活動  マスバーガー  公民館の活用 

 堅田まちづくり  神楽舞(岩戸神楽舞)  夏まつり(盆踊り大会） 

 弁天まつり(念仏おどり)  公民館主催の行事(盆踊り)  別府弁天池周辺のまちづくり協議

会 

 自転車(みねすとろん・ながとブル

ーライン in 秋吉台) 

    

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 白水の池  水の恵み  観光地 弁天池 

 念仏踊り  寺穴  さくらの丘 

 兼清洞  ジビエ  公民館がきれい 

 大嶺酒造  花尾山(長門富士)  自然資源が豊富 

 ぶどう・ぶどう農園/農家  鱒・鱒料理・養鱒場  江原の森祭り(モリサマ) 

 梨(秋芳梨)・梨選果場  ジオ(江原集落・江原ウバーレ)  住友鉱山・住友鉱山の雇用 

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 教育  ひとり生活  空き家の増加 

 核家族の増加  外灯が少ない  花尾山の活用 

 農業人口の減少  ハンターの高齢化  梨組合・生産の振興 

 シカ・イノシシ等の増加  ご近所の交流機会の減少  (弁天池までの)道が狭い 

 公民館及び周辺の整備活用  鱒・ます次郎を使った料理  人口の減少(若者が少ない) 

 交通が不便(地域内の移動・買い

物) 

 赤土の農業問題(イノシシ・シカ・サ

ル) 

 農業の振興(作物が限定される・従

事者の減少) 

 企業が少ない・若者が働く場所が

ない、組織がない 

 集会等、公民館の利用の場合、車

で来られない人が沢山いる 

 弁天池を中心とした開発と利用(周

辺に観光する場所がない・直売所

等の設営) 

 店の減少(飲食店・コンビニ・ガソリ

ン・ATM・銀行がない・Y ショップの

み) 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 農業政策(安定的農業が維持できる) 

 獣害対策 

 有害鳥獣の処理施設 

 弁天池周辺の整備 

 弁天池・空き家・空き土地問題の解決 

 企業誘致・雇用の場(弁天池の水を利用した野菜づく

り等(他・所で) 

 工場化 

 弁天、ぶどう、梨、江原ウバーレをもっと観光させてい

く(連携させていく)選果場→大嶺酒造→弁天池→江

原ジオルートの観光活性化 

 起業等の相談 

 若者が働く場所の確保 

 移動手段の整備(行政と業者と住民) 

住
民
面 

 交通の便を増やしてほしい、送迎をしてほしい 

 強み・魅力を活かす人材 

 1 年を通して観光客が来てくれるまちにしたい 

 農業の維持 

 梨生産の団地化、梨の増産 

 商店 

 

■地区を発展させる取組 

 弁天池・下嘉万・江原の連携 

 地域の特産品の開発(マスバーガー・マスずし) 

 弁天池とイベントの開催・名水百選を利用した取組 

 梨選果場周辺の整備 

 別府弁天池まちづくり協議会の PR・活性化 

 企業が求める人材の育成 

 リーダーの育成 

 公民館地域利用の部屋の設置、公園の開発 

 地域の情報発信(HP や SNS など) 

 弁天池の活用(周辺の店を増やす等) 

 若い人が集まる場所(ショッピングセンター) 

 

■目指すべきスローガン 

 行ってみたい住んでみたい別府の里 

 弁天池を中心としたまちづくり 

 地域が繋がる 

 交通 
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（15）秋吉地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 子ども相撲  ８月の夏祭り  秋吉台山焼き 

 バンド（音楽）  公民館まつりの開催  ガードレールの掃除 

 交通立哨（民生委員）  8/17 自住寺（くじ）  秋吉八幡宮９月３日まつり 

 公民館主催のテニス教室等  赤間関街道 中道筋ウォーク  夏休み宿題解決塾 絵画教室 

 秋吉地域環境保全会への参加  秋芳全体では秋芳ふれあい祭り  各地区が行っているサロン活動 

 夏まつり（公民館）（実行委員会）  秋吉小学校 三世代交流 

（田植え～稲刈り） 

 自主的なボランティア活動（清掃・

草刈りなど） 

 ボランティアさんの見守り活動（一

人暮らしの方） 

 太鼓 大人（カルスト草炎）や小人

（小学校・中学校） 

 婦人会での取組として弁当作り 

ふれあい給食の食事作り 

 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 朝霧  農協  博物館 

 自転車道  秋芳の里  赤間関街道 

 秋吉公民館  秋芳中学校  秋吉小学校 

 観光 展望台  秋吉台の山焼き  総合支所がある 

 カルストウォーク  コンビニ ポプラ  秋吉駅（バス停） 

 山口銀行秋吉支店  カルスト草炎太鼓  国定公園内で耕作 

 秋吉台ジオマラソン  空き家・空き地が多い  博物館無料 カルスター 

 コメリ 秋吉にはコメリあり  空き店舗（フリースペース）  豊富な森林資源 豊富な竹材 

 地震が少ない、津波が来ない  休耕田でブルーベリー栽培  南海地震をビジネスチャンスに 

 学生向け自然体験型の学習がで

きる 

 無数の洞穴 ドリーネ 耕作が可能  秋吉台・秋芳洞 日本ジオパーク

認定 

 地球生い立ちの勉強の場としての

秋吉台 

 山口県の中心 市の真ん中 県の

真ん中 

 社協（フリースペース、リユースリビ

ング） 

 全国に誇れる人物がいた（本間俊

平氏ほか） 

 美しい自然がある 秋芳洞・湧泉

（池）・秋吉台 

 

 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 特産品  一次産業  自治意識 

 空き家の利用  観光のあり方  協力体制づくり 

 人任せ・人頼み  まとまりがない  老人クラブがない 

 耕作困難な田が多い  子供の遊ぶ公園がない  ホタルがいなくなった 

 PDCA できていない  もう若い者に任せよう  人口減少 若い者がいない 

 後継者不足 地域の引継ぎ  ボランティア精神が乏しい  秋吉広谷の商店街通りの改善 

 秋吉台・秋芳洞の観光客開発  公民館を中心とした活動の再考  昔からの行事が継続できなくなった 

 外国人労働者の人たちとの交流が

ない 

 団結力 市民の意見などを交えた

まちづくり 

 市役所 OB さんに参加してほしい 

意見を反映 

 地域の活動にどうしたら多くの住民

を参加させられるか 

 秋吉台を見たあと、市外へ流れる

人が多い（滞在時間が短い） 

 秋吉台・秋芳洞付近で観光客が

買い物・食事できる施設が少ない 

 自然があるが、家族旅行村のスー

パージャングルジムを子供たちのた

めに作ってほしい 

 お店・飲食店がない、少ない 

（市民・観光客が気軽に立ち寄れ、

休憩・買い物ができるところ） 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 若者の働く場所 

 人口定住の取り組み 

 体育館を利用しやすいように 

 秋芳洞の無料開放 

 バス停まで行く足がない 

 地域を巡ってくれるミニバス 

 知人・友人を乗せるための道路交通法上の規制をゆ

るめる(お礼は受け取らない) 

 総合支所のエリアをまとめる(図書館・公民館など) 

 秋芳支所の充実(テレビ電話等) 

 担当窓口の一体化(全ての業務を一つの課でこなす) 

住
民
面 

 若者の力(30・40 代) 

 若者の定住 (若者の住みたくなるまち) 

 事業を担う最低限の人数(年齢層と数) 

 博物館の活用 

 秋吉台・秋芳洞の再開発 (博物館の活用) 

 個別配送(お弁当や食品) 

 お店をつくってほしい 

 

■地区を発展させる取組 

 観光ガイドの養成ツアー 

→地域の皆が秋芳洞・秋吉台を知る 

 季節ごとの観光ルートづくり 

(鱒・梨・ブルーベリー等) 

 体験型観光開発 

 秋芳洞の駐車料金の無料化(入洞者のみ) 

 3 億年が 30分で歩ける道 

 空き家を別荘で売り出す・貸す 

 みんなが協力する体制をつくる 

 秋吉市・秋吉房の復活 

 数年の内に元気であるための健康づくりをする 

 

■目指すべきスローガン 

 1 日が楽しめる秋芳町 

 若者の住みやすいまちづくり 

 明るい・住みよい町 

 あいさつの町 

 みんな仲良く 

 みんな 100 歳・みんないきいき 

 美祢市の全て、ただで見せます 
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（16）岩永地区 

■これまでの主な取組（地域が行っている地区振興の取組） 

 岩永地区ふるさとつくり推進協議会  年４回？  文化活動 

 ほんごうファーム  岩永地区 クリーン作戦  ふるさと夏祭 大行司 小行司 

 大行司を２年に１回行っている  小学生を対象に栗拾いをさせてい

る 

 老人クラブ 加入《多》（若手）グラ

ウンドゴルフ 

 小学校跡地の草刈りや、環境を維

持する取組を、元生徒の保護者が

自主的にやっている 

 お年寄りのためのお弁当作り 70

歳以上の一人暮らしの方と 75 歳

以上の二人暮らしの方 

  

 

■「地区の宝」（強み・魅力） 

 美祢の桜  岩永地区 運動会  三下郷御食社がある 

 道椿ヶ瀬橋のホタル  カルストの湯がある  バス通学 助かっています 

 ふるさと夏祭 大行司 小行司  大行司を２年に１回行っている  岩永八幡宮行事参加 各種行事 

 岩永公民祭 助け合い行事が良い  山口・宇部・長門・萩・小野田 ど

の地区にも１時間で行けるから、住

宅地として利用 

  

 

■「地区の課題」（弱み・改善点） 

 交通の便がない  高齢者の交通手段  耕作放棄地が多い 

 小学校がなくなった  イノシシが多発する  カワウが増えている 

 学校跡地の利用について  農地の荒地が多くなった  川沿いなどに桜を植える 

 大行司の担い手を広げたい  草刈りが困難になっている  国道 435 号 スピードを出す車が

多い 

 高齢者が多い 地域のつながりが

薄くなっている 

 空き家が増えている 近所周囲が

空き家で声かけられない 
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■地区の将来に必要なこと 

行
政
面 

 若者の活躍(40 代以下) 

 若者が活動できる・働ける環境 

 交通の便を充実 

 ジオタク 

 まるきの移動販売ルート 

 施設の利活用(下郷小学校・本郷小学校) 

住
民
面 

 受け入れる 

 お互いの助け合い 

 消防団のつながりを広げる 

 協力する人の輪づくり 

 人(住民)が集まりやすい時間・日を選ぶ 

 自分の住んでいる地域の将来にもっと関心を持つ 

 細やかな高齢者への交通手段の確立 

 

■地区を発展させる取組 

 SNS 

 MYT(有線テレビ) 

 協議会役員の補助・バックアップ 

 ふるさとつくり推進協議会の情報 

 岩永住民以外の手助け募集してみる 

 既存のイベントで新しいことをしてみる 

 

■目指すべきスローガン 

 まきこむこと 

 高齢者と若者が情報共有できる町づくり 

 受け入れること 

 自分の家族が暮らす岩永にもっと目を向ける 

 他地区からも来てみたくなる様な岩永地区にする 

 安心してお年寄りが暮らせる地域づくり 
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５．策定経過 

実施日 内容 

平成30年6月1日 第１回美祢市総合計画推進本部会議 

平成30年10月18日～11月15日 美祢市第二次総合計画策定のための市民アンケート調査 

平成30年11月16日 第1回美祢市総合計画審議会 

平成30年11月16日 第二次美祢市総合計画の策定について（諮問） 

平成30年12月11日～12月20日 美祢市第二次総合計画策定のための中高生アンケート調査 

平成30年12月11日～12月20日 美祢市第二次総合計画策定のための市役所職員アンケート調査 

平成31年1月13日 美祢市第二次総合計画策定のための成人式アンケート調査 

平成31年3月8日 第２回美祢市総合計画推進本部会議 

平成31年3月13日 第３回美祢市総合計画推進本部会議 

平成31年3月17日～令和元年７月7日 公民館単位等まちづくりワークショップ（全16地区×２回） 

平成31年3月20日 第２回美祢市総合計画審議会 

平成31年4月18日 第４回美祢市総合計画推進本部会議 

平成31年4月22日 第５回美祢市総合計画推進本部会議 

令和元年5月10日 第３回美祢市総合計画審議会 

令和元年6月10日 第６回美祢市総合計画推進本部会議 

令和元年6月19日 第１回美祢市総合計画審議会 ひと・暮らし部会 

令和元年6月19日 第１回美祢市総合計画審議会 観光産業部会 

令和元年6月19日 第１回美祢市総合計画審議会 都市計画部会 

令和元年7月5日 第７回美祢市総合計画推進本部会議 

令和元年7月11日 第２回美祢市総合計画審議会 ひと・暮らし部会 

令和元年7月12日 第２回美祢市総合計画審議会 観光産業部会 

令和元年7月12日 第２回美祢市総合計画審議会 都市計画部会 

令和元年7月26日 第１回美祢市総合計画審議会 幹事会 

令和元年7月26日 第８回美祢市総合計画推進本部会議 

令和元年8月5日 第１回美祢市総合計画審議会 基本計画部会 

令和元年8月5日 第１回美祢市総合計画審議会 総合戦略部会 

令和元年8月5日 第４回美祢市総合計画審議会 

令和元年8月19日 第２回美祢市総合計画審議会 総合戦略部会 

令和元年8月22日 第２回美祢市総合計画審議会 基本計画部会 

令和元年9月25日 第９回美祢市総合計画推進本部会議 

令和元年10月1日 第５回美祢市総合計画審議会 

令和元年10月2日～令和元年11月2日 第二次美祢市総合計画（案）に対するパブリック・コメントの実施 

令和元年11月5日 第１０回美祢市総合計画推進本部会議 

令和元年11月11日 第６回美祢市総合計画審議会 

令和元年11月15日 第二次美祢市総合計画の策定について（答申） 

令和元年12月19日 第二次美祢市総合計画基本構想 議決 
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６．諮問機関等 

（１）美祢市総合計画審議会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 戎屋 昭彦  

美祢市議会 髙木 法生  

美祢市議会 竹岡 昌治 副会長 

美祢市議会 猶野 智和  

公募委員 井上 敏雄  

公募委員 植山 正雄  

公募委員 梶岡 秀吉  

公募委員 西田 早紀子  

国立大学法人山口大学 田中 和広 会長 

成進高等学校 野原 政典  

山口県立美祢青嶺高等学校 藤村 慎一郎  

山口県議会 森中 克彦  

山口県宇部県民局 磯村 昭二  

山口県総合企画部中山間地域づくり推進課 
高田 政夫 （前任） 

稲垣 嘉一 （後任） 

一般社団法人美祢青年会議所 内海 満夫  

美祢市内郵便局 加藤 美智子  

美祢市教育委員会 金子 明美  

美祢市子ども・子育て会議 倉永 健造  

美祢市男女共同参画審議会 小林 法子 副会長 

一般社団法人美祢郡医師会 坂井 久憲  

山口県農業協同組合美祢統括本部 
山本 善継 （前任） 

篠田 一吉 （後任） 

株式会社西京銀行美祢支店 末岡 貴夫  

カルスト森林組合 髙須 修三  

美祢市商工会 内藤 正太  

連合山口中部地域協議会美祢地区会議 永井 政夫  

美祢市定住促進協議会 永谷 青空  

社会福祉法人美祢市社会福祉協議会 羽根 一孝  

一般社団法人美祢市医師会 原田 菊夫  

株式会社山口銀行美祢支店 稗田 裕司  

株式会社みなと山口合同新聞社美祢支局 平岩 和也  

美祢市体育協会 真瀬 邦夫  

美祢市小中学校ＰＴＡ連合会 松田 龍信  

美祢市地域活動連絡協議会 三嶋 明美  

一般社団法人美祢市観光協会 水谷 雅哉  
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（２）美祢市総合計画審議会（基本計画部会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 戎屋 昭彦  

美祢市議会 髙木 法生 副部会長 

公募委員 井上 敏雄  

公募委員 梶岡 秀吉  

国立大学法人山口大学 田中 和広  

成進高等学校 野原 政典  

山口県議会 森中 克彦  

山口県宇部県民局 磯村 昭二  

美祢市内郵便局 加藤 美智子  

美祢市教育委員会 金子 明美  

美祢市子ども・子育て会議 倉永 健造  

美祢市男女共同参画審議会 小林 法子 部会長 

一般社団法人美祢郡医師会 坂井 久憲  

株式会社西京銀行美祢支店 末岡 貴夫  

社会福祉法人美祢市社会福祉協議会 羽根 一孝  

一般社団法人美祢市医師会 原田 菊夫  

美祢市体育協会 真瀬 邦夫  

美祢市小中学校ＰＴＡ連合会 松田 龍信  

 

（（３）美祢市総合計画審議会（総合戦略部会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 竹岡 昌治 部会長 

美祢市議会 猶野 智和  

公募委員 植山 正雄  

公募委員 西田 早紀子  

山口県立美祢青嶺高等学校 藤村 慎一郎  

山口県総合企画部中山間地域づくり推進課 
高田 政夫 （前任） 

稲垣 嘉一 （後任） 

一般社団法人美祢青年会議所 内海 満夫  

山口県農業協同組合美祢統括本部 
山本 善継 （前任） 

篠田 一吉 （後任） 

カルスト森林組合 髙須 修三 副部会長 

美祢市商工会 内藤 正太  

連合山口中部地域協議会美祢地区会議 永井 政夫  

美祢市定住促進協議会 永谷 青空  

株式会社山口銀行美祢支店 稗田 裕司  

株式会社みなと山口合同新聞社美祢支局 平岩 和也  

美祢市地域活動連絡協議会 三嶋 明美  

一般社団法人美祢市観光協会 水谷 雅哉  
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（４）美祢市総合計画審議会（ひと・暮らし部会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 髙木 法生  

成進高等学校 野原 政典  

山口県立美祢青嶺高等学校 藤村 慎一郎  

山口県総合企画部中山間地域づくり推進課 
高田 政夫 （前任） 

稲垣 嘉一 （後任） 

美祢市教育委員会 金子 明美 副部会長 

美祢市子ども・子育て会議 倉永 健造  

一般社団法人美祢郡医師会 坂井 久憲  

株式会社西京銀行美祢支店 末岡 貴夫  

社会福祉法人美祢市社会福祉協議会 羽根 一孝 部会長 

一般社団法人美祢市医師会 原田 菊夫  

美祢市体育協会 真瀬 邦夫  

美祢市小中学校ＰＴＡ連合会 松田 龍信  

美祢市地域活動連絡協議会 三嶋 明美  

 

（（５）美祢市総合計画審議会（観光産業部会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 竹岡 昌治  

美祢市議会 猶野 智和 副部会長 

公募委員 植山 正雄  

公募委員 梶岡 秀吉  

山口県農業協同組合美祢統括本部 
山本 善継 （前任） 

篠田 一吉 （後任） 

カルスト森林組合 髙須 修三  

美祢市商工会 内藤 正太  

連合山口中部地域協議会美祢地区会議 永井 政夫  

美祢市定住促進協議会 永谷 青空  

一般社団法人美祢市観光協会 水谷 雅哉 部会長 
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（６）美祢市総合計画審議会（都市計画部会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 戎屋 昭彦 副部会長 

公募委員 井上 敏雄  

公募委員 西田 早紀子  

山口県議会 森中 克彦  

山口県宇部県民局 磯村 昭二  

一般社団法人美祢青年会議所 内海 満夫 部会長 

美祢市内郵便局 加藤 美智子  

美祢市男女共同参画審議会 小林 法子  

株式会社山口銀行美祢支店 稗田 裕司  

株式会社みなと山口合同新聞社美祢支局 平岩 和也  

 

（（７）美祢市総合計画審議会（幹事会 委員名簿 

区分 氏名（敬称略） 備考 

美祢市議会 竹岡 昌治 副会長 

国立大学法人山口大学 田中 和広 会長 

一般社団法人美祢青年会議所 内海 満夫 都市計画部会長 

美祢市男女共同参画審議会 小林 法子 副会長 

社会福祉法人美祢市社会福祉協議会 羽根 一孝 ひと・暮らし部会長 

一般社団法人美祢市観光協会 水谷 雅哉 観光産業部会長 
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７．用語説明 

用語 
初掲載 

ページ 
解説 

あ行 IoT 14 

Internet of Thingsの略で「モノのインターネット」と訳される。

パソコンやスマホなどの情報通信機器に限らず、様々なモノ

がインターネットにつながり、より便利な生活やビジネスにつ

ながる仕組み。 

 ICT 4 

Information and Communication Technologyの略。情報技

術に通信コミュニケーションの重要性を加味した言葉で、イ

ンターネットのような通信技術を利用した産業やサービス。 

 インターンシップ 77 
 在学中・卒業直後の学生が、自分の専攻や将来のキャリ

アと関連した就業体験を一定期間行うこと。 

 インバウンド 3 

「内向きの」という意味をもつ言葉。一般的に観光において、

外国人旅行者を自国へ誘致する動きや訪日外国人旅行の

ことを指す。 

 SDGｓ 123 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の

略。2015年9月の国連サミットで採択された「誰一人取り残

さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のた

めの2030年を年限とする17の国際目標とそれらを達成す

るための具体的な169のターゲット。 

 エネルギーミックス 4 

安定的に電力の供給を維持するために、火力発電や水力

発電、原子力発電に再生可能エネルギーと、様々な手法

の発電方法を組み合わせること。 

か行 カルスト台地 5 

石灰岩などの水に溶解しやすい岩石で構成された大地が

雨水、地表水、土壌水、地下水などによって侵食（主として

溶食）されてできた地形。 

 関係人口 19 
移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でも

ない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のこと。 

 観光立国 3 

国内に観光資源を整備して国内外からの旅行者を誘致し、

観光によってもたらされる経済効果を国の経済を支える基

盤にすることを目指すもの。 

 COOL CHOICE 106 

温室効果ガスの排出削減目標に向けた、脱炭素社会づくり

に貢献する「製品への買換え」「サービスの利用」「ライフスタ

イルの選択」など地球温暖化対策に資するあらゆる「賢い選

択」を促す国民運動のこと。 

 クラウドファンディング 164 

群衆（crowd）と資金調達（funding）を組み合わせた語であ

り、インターネット上等で、ある目的を達成するために資金調

達を呼びかけ、それに対して賛同者が出資を行う仕組み。 

 限界集落 40 

65歳以上の高齢者が集落人口の半数を超え、冠婚葬祭や

田んぼ・生活道路の管理など、社会的な共同生活の維持

が困難な状況にある集落のこと。 

 コミュニティ・スクール 14 
学校と保護者や地域住民がともに知恵を出し合い、学校運

営に意見を反映させる仕組み。 

 コミュニティビジネス 139 
市民が主体となって、地域が抱える課題をビジネスの手法

により解決する取組。 
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用語 
初掲載 

ページ 
解説 

 コワーキングスペース 16 

同じ組織や職務に従事しているわけではない人々が集まっ

て、それぞれ個別に仕事を進めるための、共同利用型の仕

事環境を実現するために用いられる場所。 

さ行 サテライトオフィス 16 

企業又は団体の本拠から離れた所に設置されたオフィスの

こと。本拠を中心としてみた時に衛星（サテライト）のように存

在するオフィスという意味。 

 CS分析 28 
Customer satisfactionの略。顧客満足度を高めるために、

改善するポイントを見極めるための分析手法の一つ。 

 ＣＣＲＣ 3 

Continuing Care Retirement Communityの略。仕事をリタイ

アした人が元気なうちに地方に移住して活動的に暮らし、介

護や医療が必要になっても同所で継続的にケアを受けられ

る拠点施設のこと。 

 シェアリングエコノミー 122 

ヒト・モノ・場所・乗り物・お金など、個人が所有する活用可能

な資産を、インターネットを介して個人間で貸し借りや交換

することで成り立つ経済の仕組みのこと。 

 J-ALERT 102 

弾道ミサイル情報、緊急地震速報、津波警報など、対処に

時間的余裕のない事態に関する情報を、携帯電話等に配

信される緊急速報メールや市町村防災行政無線等により、

国から住民まで瞬時に伝達するシステム。 

 ジオサイト 54 

ジオパーク内での「見どころ」のこと。素晴らしい景観や地

層、地質などが存在する場所を指定することが多いが、植

物や動物、歴史文化的価値のあるものなども指定される。 

 ジオパーク 2 

「地球・大地（ジオ：Geo）」と「公園（パーク：Park）」とを組み

合わせた言葉で、「大地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学

び、丸ごと楽しむことができる場所。 

 集約型都市構造 51 

市街地の無秩序な拡大を抑制し、公共交通にアクセスしや

すい場所に、居住機能、医療・福祉等の生活サービス機能

などを集積させる都市構造。 

 ３R 106 

リデュース ( 発生抑制 )・リユース ( 再使用 )・リサイクル 

( 再生使用 )の３つ言葉の頭文字のこと。これらの取組によ

り、ごみを限りなく減らし、環境への負担軽減や資源の有効

活用による循環型社会の実現を目指す。 

 性的マイノリティ 89 

性的少数者やセクシュアルマイノリティともいう。同性に恋愛

感情を抱く人や、自分の身体の性に違和感を覚える人、男

女どちらにも恋愛感情を抱かない人、自分自身の性を決め

られない・わからない人など、性的指向や性自認が少数派

の人々の総称。 

 ソサエティ5.0 115 

狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新たな

社会を指すもので、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル

空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済

発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。 

た行 第三セクター 79 

国・地方公共団体（第一セクター）と民間企業（第二セクタ

ー）の共同出資による事業体。地域開発、都市づくりなどの

分野で設立されている。 
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用語 
初掲載 

ページ 
解説 

 地域おこし協力隊 20 

人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域

外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活動を行ってもら

い、その定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニー

ズに応えながら、地域力の維持・強化を図っていくことを目

的とした制度。 

 地域共生社会 9 

制度や分野ごとの縦割りや支え手・担い手という役割を超え

て、地域住民や地域の様々な主体が『我が事』として地域

に参画し、人と人、人と資源が世代等を超えて『丸ごと』つな

がることで、住民の生きがいや暮らしが共に創り上げられて

いく社会。 

 地域包括ケアシステム 9 

高齢者が自立して地域で生活を営めるよう、①介護、②予

防、③医療、④生活支援、⑤住まいが一体的に切れ目なく

提供される体制の整備を目指したシステム。 

 小さな拠点 123 

小学校区など、複数の集落が散在する地域において、商

店、診療所等の日常生活に不可欠な施設・機能や地域活

動を行う場を、歩いて動ける範囲に集め、さらに周辺の各集

落との間をコミュニティバスなどの交通手段により結んだ地

域の拠点。 

 ツーリズム 12 

観光事業を表す言葉で、近年ニューツーリズムと呼ばれる

従来型の観光旅行ではなく、テーマ性の強い体験型の新し

いタイプの旅行とその旅行システムが生まれている。産業観

光、エコツーリズム、グリーンツーリズム、ヘルスツーリズム、

ロングステイなどに代表され、着地型観光もニューツーリズ

ムの一つ。 

 DMO 12 

Destination Management/Marketing Organizationの略。地

域の「稼ぐ力」を引き出し、観光地域づくりを実現するための

戦略を策定する法人。 

 デマンド交通 10 
定時・定路線のバス運行に対して、電話予約など利用者の

ニーズに応じて柔軟な運行を行う公共交通の一つの形態。 

 テレワーク 16 
情報通信技術を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟

な働き方のこと。 

 ドメスティックバイオレンス 89 
Domestic Violence（DVと略される）。配偶者や恋人、親しい

間柄の人物からの暴力。 

な行 ネウボラ 9 

元はフィンランドの母子支援制度のことで「助言の場」という

意味。地域社会から孤立し、妊娠や育児に不安を抱える子

育て家庭が増える中、妊娠・出産から子育て期にわたって

親子を切れ目なく支援する仕組み。 

は行 バイオマスエネルギー 141 

森林の間伐材、家畜の排泄物、食品廃棄物など、生物から

生まれた資源である「バイオマス」を活用して得られるエネ

ルギー。 

 ハラスメント 89 

いろいろな場面での「嫌がらせ、いじめ」のこと。セクシュア

ル・ハラスメント、パワー・ハラスメントなど種類は様々だが、

他者に対する発言・行動等が本人の意図には関係なく、相

手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、

脅威を与えることを指す。 
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用語 
初掲載 

ページ 
解説 

 PPP/PFI 3 

Public Private PartnershipとPrivate Finance Initiative の

略。公共サービスの提供に際して、従来のように公共が直

接施設を整備せず、民間資金を利用して民間に施設整備

と公共サービスの提供をゆだねる手法。PFIはPPPの手法の

一つ。 

 ビッグデータ 129 

情報通信技術の進歩によってインターネット上で収集、分析

できるようになった膨大なデータ。そのデータ間の関係性等

を分析することで、新たな価値を生み出す可能性のあるデ

ータ集合。 

 フィルムコミッション 66 

映画、テレビドラマ、CMなどのあらゆるジャンルのロケーショ

ン撮影を誘致し、実際のロケをスムーズに進めるための非営

利公的機関。 

 ふるさと学習 14 
身近な地域とのかかわりを通して行う体験を中心とした学習

活動。 

 ふるさと納税 19 

ふるさとや応援したい自治体に寄附ができる制度。手続を

すると、所得税や住民税の還付・控除が受けられ、寄附金

の返礼品として自治体ごとの特産品等がもらえる仕組み。 

 ホスピタリティ 63 人が人に対して行ういわゆる「もてなし」の行動や考え方。 

ま行 マーケティング 17 

企業及び他の組織がグローバルな視野に立ち、顧客との相

互理解を得ながら、公正な競争を通じて行う市場創造のた

めの総合的活動。モノを売ったり、事業を成功に導いたりす

るために行う調査やブランディングのための仕組み。 

 マイナンバーカード 115 
マイナンバー（個人番号）が記載されさまざまなサービスで

利用できる顔写真付カード。 

 みね型地域連携教育 84 

コミュニティ・スクールが核となり、「地域協育ネット」の仕組

みを活かして、各中学校区で地域のネットワークを形成し、

学校・家庭・地域が連携・共同することにより、社会総がかり

で子どもたちの学びや育ちを見守り支援する取組。 

 みねシュラン 63 

美祢のおもてなし向上とアピールのために（一社）美祢市観

光協会が2015年から実施しているおもてなし力認定者制

度。認定者レベルは1つ星から3つ星まであり、その認定セミ

ナーや研修では美祢の観光知識やおもてなし方などが学べ

る。 

や行 山口県央連携都市圏域 61 

一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持するため

の拠点を形成することを目的として、山口市、宇部市、萩

市、防府市、美祢市、山陽小野田市、島根県津和野町の7

市町による連携都市圏域。 

ら行 ラムサール条約 42 

国際的に重要な湿地及びそこに生息・生育する動植物の

保全を促進するため、各締約国がその領域内にある国際的

に重要な湿地を１か所以上指定し、条約事務局に登録する

とともに、湿地の保全及び賢明な利用促進のために各締約

国がとるべき措置等について規定した条約。 

 六次産業化 2 

１次産業としての農林業と、2次産業としての製造業、3次産

業としてのサービス業等の事業を総合的かつ一体的な推進

を図り、豊かな地域資源を活用した新たな付加価値を生み

出す取組。 
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用語 
初掲載 

ページ 
解説 

 ロボティクス 142 

ロボットの設計･製作･制御を行う「ロボット工学」のこと。ロボッ

トのフレームや機構を設計する機械工学、ロボットに組み込

んだモータを動かすための電気回路を制作する電気電子

工学、ロボットを制御するプログラムを作成する情報工学に

関する研究を総合的に行う学問。 

わ行 ワーク・ライフ・バランス 3 

働くすべての人々が「仕事」と育児や介護、趣味や学習、休

養、地域活動といった「仕事以外の生活」との調和をとり、そ

の両方を充実させる働き方・生き方。 

 ワークシェアリング 78 

これまで1人が担っていた仕事を、複数人で行うことにより、

一人あたりの労働時間を削減し、業務負担を軽減すること

で、効率的かつ生産性の高い業務運営を目指すとともに、

多くの雇用機会を生み出すことのできる働き方。 

 Wi-Fi 19 

パソコンやテレビ、スマホ、タブレット、ゲーム機などのネットワ

ーク接続に対応した機器を無線（ワイヤレス）で LAN（Local 

Area Network）に接続する技術。 

 

 


